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序 文

多賀城周辺の発掘調査は当市教育委員会により昭和54年の館前遺

跡から本格的に開始され、 本年で13年目をむかえました。 この間、

平成元年度より山王遺跡八幡地区において仙塩道路建設に伴う発掘

調査が宮城県教育委員会と本市埋蔵文化財調査センタ ー の担当で始

まり、 これまでの点の調査から面の調査へと移行し、 多大なる成果

を 収めつつあります。

このような状況の中で、 平成 2 年に本センタ ー が実施した山王遺

跡第9次調査では、 「国守の館」と考えられる遺構が発見され、 全

国でも初めてのものとして注目を集めました。 そこで、 本市では当

地区の重要性を鑑み 、 文化庁、 宮城県教育委員会の助言を得て、 現

在国指定史跡の働き掛けを 行っています。 このため、 平成2 年度よ

り「国守の館」の範囲を明らかにするための遺構確認網査を 実施し

てまいりました。 本書は平成 2 年-3 年までの調査結果をまとめた

ものであり、 所期の目的に添うような成果が得られました。

最後に、 この調査についてご指導いただきました文化庁、 宮城県

教育庁文化財保護課、 宮城県多賀城跡調査研究所 、 地元協力者各位

に対して深く感謝の意を表すものであります。

平成 4 年 3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所 長 斎藤一 司



例 言
1 . 本書は平成2年度～平成3 年度に国庫補助事業として実施した 「山王遺跡ほか発掘調査」

の成果をまとめたものである。

2 . 本書には西沢遺跡第 1 次、 山王遺跡第11次・15次・16次の 4 件を収録し、 このうち山王遺

跡の3 件については、 r山王遺跡第9次調査関連遺構確認調査』として実施した。

3 .  山王遺跡第16次調査区の位置する一帯は、 これまで山地田館跡として登録していたが、 山

地田という旧字名が他の地点にあることや、 今回の調査で古代の遺構が中心に検出されてい

ることより、 山地田館跡という名称は抹消し、 山王遺跡の中に包 括するものとして扱った。

4 .  本書の執筆は、 石川俊英• 相沢消利が分担し、 本文目次に示した。 また、 編集は両名で行

った。

5. 本書中における各遺構の略号は次のとおりである。

SB: 掘立柱建物跡、 SE: 井戸跡、 so: 溝跡、 SK: 土砿、 sx: その他

6 .  本書挿図中の水糸レベルは、 標高値を示している。

7 .  調査区の実測基準線は、 「平面直角座標系X」を使用し、 方位の標示は座標北を用いた。

8 .  本報告書中の土色は、 「新版標準土色帖」 （小山・竹原1976)を使用した。

9. 発掘調査および、 報告書作成に際して、 桑原滋郎、 白烏良 一、 後藤秀一、 菅原弘樹、 高橋

英一（宮城県教育庁文化財保護課） の諸氏、 および当センタ ー 職員に御教示、 御協力いただ

いた。

10. 本書の作成にあたっては、 大山真由美、 福原弥子、 佐藤祐子、 柏倉霜代、 須藤美智子 、

熊谷純子、 黒田啓子、 平山節子の協力を得た。

11. 調査・整理に関する諸記録および出土遺物は多賀城市埋蔵文化財調査センターで一括保存

しているので活用されたい。

1 . 調査主体者：

2. 調査担当者：

調 査 体 制
多賀城市教育委員会 教育長 櫻井 茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長 斎藤 一司 主査 赤坂みゑ子

研究員 滝口 卓 石川 俊英 千葉 孝弥
，，， 石本 敬 相沢 消利



調 査 要 項
〈西沢遺跡第 1 次調査〉

1 . 遺跡所在地： 宮城県多賀城市市川字伊保石19, 23, 28 ー 1, 29-1 , 31-1 , 32 

2. 調 査 期 間：平成2年10月22日～平成3年1月16日

3. 調 査 面積：1,278m' 

4. 担 当 職員：滝口 卓 相沢 消利

5. 調査協力者：佐藤 忠、 後藤 源二郎、 鈴木 博、 佐藤丑之助、 小幡あさ子 、 佐藤 王治

〈山王遺跡第11次調査〉

1. 遺跡所在地： 宮城県多賀城市山王字中山王13-1, 23-1 

2. 調 査 期間： 平成3年1月28 日-3月 6日

3. 調 査 面積：240m' 

4. 担 当 職員：滝口 卓 石川 俊英 相沢 消利

5. 調査協力者：阿部 三雄、 阿部 公雄

〈山王遺跡第15次躙査〉

1 . 遺跡所在地： 宮城県多賀城市南宮字八幡149-1

2. 調 査 期間： 平成3年7月11日-9月24日

3. 調 査 面積：205m' 

4. 担 当 職 員：石川 俊英

5. 調査協力者：市川 了

〈山王遺跡第16次閾査〉

1. 遺跡所在地：宮城県多賀城市山王字山王三区56-3, 5 7-2 

2. 調 査 期 間：平成3年9月11日-11月21日

3. 調 査 面積：430m' 

4. 担 当 職員：石川 俊英 相沢 清利

5. 調査協力者：阿部 三郎

※ 調査参加者： 鈴木一郎、 加藤昭一、 松本喜一、 小野玉乃、 菅野恵子、 熊谷好子、 後藤みよ

子、 佐藤さき子、 武田りき、 平山節子 、 水越良子、 渡辺園恵 、 渡辺ゆき子、 赤間かつ子、

阿部敏子、 阿部美智子、 阿部美津子、 加藤文一 、 熊谷あっ子、 熊谷きみ江 、 後藤恵子 、 後

藤はつみ 、 桜井エイ子、 佐々木四 郎、 菅原絹代 、 千葉享ー、 渡辺幹子 、 芦野しづ子 、 阿部

米子 、 内海勝子、 大友良子、 佐藤容子、 小笠原マキ子、 小野寺恵子、 百々みち子、 宮川ハ

ルミ
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I 山王遺跡の立地と歴史的環境
多賀城市は、 宮城県のほぼ中央に位置する仙台市の市街地から、 北東約10kmに位置し、 南西

部で仙台市、 北西部で利府町、 北東部で塩釜市、 南東部で七ケ浜町とそれぞれ接している。 市

内の地形は、 北東部に利府、 塩釜から続く標高2 0-50mの松島丘陵が、 南西部に狭義の仙台平

野（沖積地）が広がっている。 この丘陵部と沖積地の境には、 砂押川が北西から南西へと貰流し、

多賀城市の地形を二分している。 沖積地の徴地形は、 海岸部の浜提、 内陸部の自然提防と低湿

地に分けられている。 内陸部の新田・ 山王地区を通る県道泉• 塩釜線沿いには、 砂押川と旧七

北田川の沖積作用によって形成された自然提防が東西に形成されている。 そしてこの自然提防

の周辺および砂押川沿いには低湿地が広がっている。 ただし、 近年の発掘調査の成果を みると、

自然提防については地質図に記載されているもの（註）よりもかなり広い範囲を占めているよ

うである。

さて、 山王遺跡は、 前述した自然提防上に立地し、 山王• 南宮の両地区を中心とする東西約

2km、 南北約1kmの広範囲にわたる遺跡である。 遺跡の中央部を東西にJ R東北本線が走り、

東寄りに陸前山王駅が位置している。 そしてこの陸前山王駅の西側に隣接して山王遺跡第9次

調査区が位醤する。 この周辺の地質については、 泥炭•有機質粘土～シルトと砂層の互層から

形成される沖積層である。 海抜高は約4-5mを計る。

周辺の遺跡についてみると、 本遺跡より北東約0. 5kmの丘陵上に古代陸奥国府である特別史

跡多賀城跡が所在している。 さらに、 この南面一帯には市川橋遺跡があり、 山王遺跡、 新田遺

跡とともに、 古代多賀城を取り巻く大規模な集落群を構成している。

次にこれまでの山王遺跡内における調査成果をまとめてみると、 第1 次調査（第2図内番号①）

では、 奈良 •平安時代の掘立柱建物跡や溝跡を発見している。 出土追物としては、 灰釉陶器や

石帯がある。

第 3 次調査 （③) では、 平安時代の掘立柱建物跡2棟、 竪穴住居跡 1棟、 井戸跡 1基を発見

している。 掘立柱建物跡2棟は南側柱列がほぼ揃うので、 同時期のものと考えられる。 方向は

S X382東西道路の方向 （多賀城跡外郭南辺築地の方向）！こほぼ沿う。

第4·8 次調査（④•⑧)では、 平安時代の道路跡、 掘立柱建物跡、 井戸跡、 溝跡が検出され

ている。 道路跡は路幅約12mの S X 382東西道路跡を両調査区合わせて約190mにわたって検出

しており、 これはさらに東西方向に延びるものと思われる （仙塩道路本線敷試掘調査〈多賀前

地区〉では、 この道路跡の推定ラインにのってくる道路が検出されている） 。 方向は多賀城跡

外郭南辺築地の方向とほぼ一致する。 さらに第8 次調査区では、 東西道路に直交する路幅 3.5

mを計る南北道路を24mにわたって検出している 。 道路跡の年代は、 灰白色火山灰とのかかわ

ー
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゜ 第2図 調査区位置図 ※ ①～⑯は当市による調査次数を示している 。



りから9 世紀-10世紀中頃に位置づけられる。 この他に特箪すべきこととして、 東西道路に面

した土砿から 「観音寺」と墨書された土器が出土している。 この土砿内からは200 個体以上

杯がまとまって出土し、 内面に油煙状の付着物が認められることから灯明皿として使用された

ものとみられ、 万燈会などの仏教行事が執り行われたと考えられる。 そして「観音寺」は多賀

城廃寺の寺名ではないかと推察されている。

第 5次調査（⑤)では、 平安時代の柱列跡、 井戸跡、 溝跡を発見した。 井戸跡からは曲物や

斎串などの木製品が出土している。

第 6 次調査区 （⑥)は第9次調査区の西方約50mと最も近接した場所に位置する。 ここでは

東西5間、 南北 2間の大規模な建物跡を検出している。 方向はS X382東西道路の方向にほぼ

一致する。 また、 井戸跡も底に曲物を据えた立派なものである。 遺構の性格としては、 多賀城

に係る官人の居宅と考えられている。

第7次調査（⑦)では、 平安時代の畑跡、 溝跡を発見した。

第 9次調査（⑨)では国守の館と推定される東西 9間以上、 南北4間の四面廂付建物跡と、

それに付属する建物跡• 井戸跡を発見した。 年代は10 世紀前半と考えられる。 出土遺物の中で

特策されるのは、 多量の灰釉・緑釉陶器、 中国産陶磁器、 そして木簡 （題箋軸）である。 木簡の

内容は陸奥国と右大臣との間にやりとりがあったことを示すもので、 『国守の館』とする裏付け

資料となっている。

仙塩道路関連調査（⑩・⑫）は平成元年より3か年継続して実施してきている。 多賀城跡政庁

中軸線とほぼ方向が一致する南北道路およびそれに直交する東西道路が検出されている。 この

調査結果により多賀城跡南面に 1町を単位とする計画的な地割りがなされていたことが明らか

になった。

〈註〉

『広瀬川流域の地形地質調査報告橙』地学団体仙台支部・仙台市科学館 (1986)
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Il 山王遺跡第11次調査

1 調査に至る経緯
本調査については、 山王遺跡第9次調査の関連調査として実施したものである。 第9次調査

は平成 2年度に実施されたもので、 調査の結果、 平安時代の掘立柱建物跡十数棟が重複して発

見され、 大木を半分に割って例りぬいた井戸跡も見つかっている。 掘立柱建物跡の中には大規

模な四面廂付建物跡もあり、 その柱穴の埋土から 「右大臣殿・餞馬収文」と墨書された木簡が

発見されている。 これらの遺構に伴なって、 古代の土器類が多量に見つかっており、 この中に

は灰釉、 緑釉陶器にまじって中国産の青磁、 白磁もまとまって出土した。 このような成果より

大規模な四面廂付建物跡や井戸跡は「国守の館」の主要な一部分を構成するものと推定される

に至った。 全国的に見て初めての発見である 「国守の館」の遺構の広がりを把握するため、 国

及び県の指導を受け、 遺構の範囲確認調査として実施した。

2 詢査方法と経過
調査は平成3年1 月25日 調査区の設定から開始する。 調査区の制約上、 便宜上I区と1I区に

分ける。 28日重機を導入して表土剥離を行う。 調査区内はほぼ全域に削平が及び、 その上に厚

さ約lm程の盛土が堆積している状況が観察された。 30日 より作業員を動員し遺構検出作業に

入る。 両調査区からは溝跡、 土砿、 柱穴等を多数検出した。 この中でもIl区南側で見つかった

柱穴 2 間分は径0.7 -0.9 m程の比較的規模の大きなものであった。 このため柱穴の広がりを

把握するために東側に拡張を行った。 尚調査の性格上、 遺構は確認のみにとどめて調査を進め

ることにした。 I 区では検出した遺構には建物跡が数棟見つかった。 また埋土中に灰白色火山

灰を含むものも発見され、 ある程度遺構の年代を知る手掛りとなった。 2 月 7日より平面図及

びセクション図作成、 写真撮影を行い、 15日には これらの調査が終了した。 16日には県文化財

保護課の視察があった。 調査が終了したl区については1 8日埋め戻しを行った。 一方1l区は溝

土砿、 柱穴が重複した状況で検出された。 拡張部分については確認当初の2間分のみの検出に

終わり、 大部分が南側に延びが及んでいることが判明した。 この柱穴については 2 時期の重複

があり、 抜き取り穴も伴うことも判明した。 この他の遺構についても年代等を知る手掛りを得

るため掘り込みを行った。 この他調査区内の土層堆積状況を観察するため一部深掘りも実施し

た。 その結果、 古瑣時代の所 産と考えられる遺物を含んだ包含層を確認した。 3月 6日には平

面図作成等を終了し全景撮影を行い全ての調査を完了した。
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甚本層位
I層 lOY R½ 黒渇色シルト ややしまりがある
a層 JOY R½ 暗褐色シルト 粘性しまりがある
m層 2.5Y ½ オリープ褐色シルト 砂、 酸化鉄、 地山土を含む
N層 2.SY ½ 暗灰黄色粘土 古墳時代の包含層

S D572埋土ヽ ー 1 2.5Y¾ 黒褐色シルト、 -2 lOYR½ 黒褐色シルト
ヽ ー 3 2.5Y½ オリープ褐色シルト
t -4 2.5Y½ オリープ褐色シルト 粘性がある
t -5 2.5Y½ 暗褐色シルト

① IOYR½ 黒褐色シルト 粘性がある
② ケ ク しまりが強い
③ 2.5Y ¾ 暗褐色シルト
④ 2.5Y ½ • 

゜

I 第1図 検出遺構全体図 11区 I 

゜
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第2図 検出遺構全体図 I区
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3 調 査 成 果

1 • 検出遺構

(1) 損立柱建物跡

S 8554: 調査区 I 区北側の地山上で検

出した東西2 間 、 南北 1 間以上の掘立柱建物

跡である。 S 8 555 · S K559 · S D564 と重

複しているが、 これらとは直接切り合いがな

く 新旧関係については不明である。 柱間は南

側柱列西より2.0lm +1.94mで総長3.94mを

計る。 東側及ぴ西側柱間は一部柱痕跡を確認

していないため柱穴をその中心に想定すると

東側柱列南より約2.97m、 西側柱列南より約

2.59mまで検出した。 柱穴は方形もしくは楕

円形を呈し、 規模は0. 18-0. 44mを計る。 埋

0 6 m 土は灰オ リ ー プシ ル ト である ‘ 
1 , r 。 柱は確認され

第3図 調査区位置図 た柱痕跡より径0.1 -0. 15mの円形を呈する。

I 区

S 8555 : S 8 554 とほぼ隣接する地山上で検出した東西2 間 、 南北 1 間以上の掘立柱建

物跡である。 SB 554 · S D561、 562、 564と重複し S 0562、 564より古い。 S B 554 · S D561 

とは直接切り合いがなく新旧関係については不明である。 柱間は南側柱列西よ り2. 13m +2.07 

mで総長4. 19mを計る。 東側及び西側柱間は一部柱痕跡を確認していないため柱穴を その中心

に想定すると、 東側柱列南より約2.05m、 西側柱列南よ り約2·. 0 7mまで検出した。 柱穴は方形

もし く は楕円形を呈し、 規模は0.25-0.39mを計る。 埋土は黒褐色 シ ル ト である。 柱は確認さ

れた柱痕跡より径0. 1 -0. 15mの 円形である。

S 8556 : 調査区 I 区南西部の地山上で検出した南北 3 間以上、 東西2 間以上の掘立柱建

物跡である。 S 8 557と重複しこれより古い。 柱間は柱痕跡を検出していないため柱穴を その

中心に想定すると、 東側柱列北より約1.47十約1.49m十約1.53mで総長約4. 49mまで検出した。

北側柱列は東より約1.98m + 1 .  62mで総長約3. 59mまで検出した。 柱穴は遺存状況が悪く明確

に プ ラ ン が検出出来ないものもあったが、 方形もしくは楕円形を呈するものと考えられる。 規

模は遺存状況の比較的良好なものについて見ると約0. 5m程である。 埋土は地山土に黒褐色 シ

ル ト プロ ッ ク を 含んでいる。
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S 8557 : S 8 556 と 同様、 調査区南西部の地山上で東西に並ぶ3間分の柱穴を確認してい

る。 東側の柱穴の延びについては、 東側及び北測 に柱穴が検出されない ことから南側に延びが

及んでいるものと考えられる。 柱穴西側は S D563及び柱穴によって失われ、 また南側について

も調査区外と なるために不明である。 そのため建物跡の規模は東西3間もしくはそれ以上南北

l 間以上分しか判明できなかった 。 SB556と重複し、 これより新しい。 柱間は柱痕跡を検出し

ていないため柱穴を その中心に想定すると、 北側柱列東より約1.94m十約1.72m十約2.26mで

総長約5.92mまで検出した 。 柱穴は方形もしくは楕円形を呈している。 規模は0.45-0 . 55mで

ある。 埋土は SB556と同ーである。

S 855 8 :  調査区 Il 区南側の地山上で検出した東西 2 間 、 南北 1 間以上の掘立柱建物跡であ

る。 本建物は大きく削られている。 S D 572と重複し、 これより古い。 建物跡はほぼ同位置で

2 時期の重複を確認した 。 以下古い順に概要を記する。

SB 558 (A) 比較的良好な北側柱列中央を 参考にすると、 柱穴は長方形を呈し、 規模は長

辺 0.7 m、 短辺 0 . 65m前後を 計る。 埋土は暗灰黄色 シ ル ト で、 黒色土を含んでいる。 柱穴に

は抜き取り穴が認められ、 柱位置は不明となっている。 抜き取り穴は不整形を呈し、 埋土は黄

褐色シ ル ト に黒色プロ ッ クを含むものである。

S B  558 (B) A期の柱穴 を 抜 き取 っ た 後、 ほぼ同位置で建て替 え た ものである。 柱穴の残

存状況は悪くわずかに埋土が残っ ている状態であった 。 このため柱穴のプラン、 規模等は不明

となっているが柱穴 2 間分の内、 1 間分 については柱痕跡を 確認する こ と ができた 。 柱間は北

側柱列東より2.12m+ 2.15mで総長約4.27mを計る。 埋土は粘質のある黒色土で地山プロ ッ ク

を 含んでいる。 柱は確認された柱痕跡より径 0.15m前後の円形を 呈している。

z
 

◎ 

L__- A A
' 

I- 4.10m → 

1 lOY R 'K 黒褐色シ ル ト 柱痕跡
2 lOY R K 褐灰色 シ ル ト 掘 り 方
3 2.SY ¾ 黄褐色 シ ル ト 抜 き 穴埋土
4 2.SY ½ 暗灰黄色 シ ル ト 掘 り方埋土 （古）

゜ 3 m  

B B '  
1- 4.!0m 

顧I !OYR ,( 黒色帖土
2 2.SY K 黄灰色枯土

l m  

I I I I I I 
第 4図 S 855 8実測図
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遺 構 名 検 出 面

S D561 I 区
地 山

S D562 I 区
地 山

S 0563 I 区
地 山

S D564 I
地

区
山

S D565 n 区
地 山

S D566 0 区
地 山

S D567 D 区
地 山

S D568 D 区
地 山

S D569 0 地
区

山

S D570 n 区
地 山

S D571 n 区
地 山

S D572 0 地
区

山

S D573 a 区
地 山

S D574 n 区
地 山

遺 構 名 検 出 面

S K559 I 区
地 山

ll 区S K560 地 山

重 複 関 係 方 向

S 8555 (新1日は不明） N W  

SE 

S 8555 一S D562 N W  

C:: F 

S B557 一S D563 S N 
F.W 

S B555 一 S 0564 N W  
S B554 (新旧は不明） SE 
S 
S 

D
D5

56
79 2 → S D565--:

,,.

S 

S 
S 

K
D
D

5

5
5672 
6
0 
9 N W  

� i::  

S D567ーS D566 N W  

SF 

S D572→ S D567→ S D566 N W  

s F. 
S D569--S D568 N W  

c:: p 
S D570-S D569-S D568 E W  

S D570→ S D569 E W  

ナ シ N W  
S F. 

,,.g 8558 E W S D573-S D572 ヽ S D565·566·567 

S D573 一S K560 
S DS72 

ナ シ

重 複 関 係

S 8554 (新l日は不明）

S D573 S K560 
S D569 -S 0555 / 

N S 

N S 

平 面 形

方 形

長 方 形

長 さ X幅X深さml 遠 物 埋 土 の 特 徴 偉 考

2. 98X0.53X0.06 土師器杯 • 高台杯 ・ 甕、 須恵器甕 黒褐色シ ル ト 単一層

2.08X0.26X0.04 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き 土器杯 ，， 

- X0.47X0.3 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 赤焼き 土器杯、 平瓦 埋土中に灰白色火山灰を含む

2.65X0.45X0.04 な し オ リ ープ褐色 シ ル ト

7.2X0.57X 0.1 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 暗褐色 シ ル ト

4.4X0.87X - 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 壺、 平瓦 黒褐色 シ ル ト

5.2X - X - 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ． 壺 焦褐色 シ ル ト 単一層

不 明 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕

10.2X0.98X - 土師器杯 ・ 疫 ・ 椀、 須恵器杯 ・ 夜 下層は自然堆積、 上層は人為的埋 め 戻 じ

3.2 X0.26X0.05 な し 黄色 シ ル ト

1 .8X0.61 X0.09 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 黒褐色 シ ル ト

18.3X0.84X0.28 土師器杯 ・ 甕 馬褐色 シ ル ト 、 オ リ ー プ褐色シ ル ト に大別

1.3X0.27 X0.08 土師器杯 · 甕 黒褐色シ ル ト 単一層

0.95X0.22X 0.1 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ,, 

長軸X短軸X深さfn) 遺 物 埋 土 の 特 徴 備 考

0.75X0.65X0.16 な し

3.48X2.12X 1.3 土丸師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 蓋、 長頭壺、 瓶
瓦、 平瓦、 砥石

下上
層
層 は

は
人自 為

然堆
的埋

積
め戻 し

第 1 表 溝 跡 ・ 土 堪 概 要
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小
士
口系

今回の発掘調査によって検出された遺構には掘立柱建物跡 5棟、 溝跡14粂、 土砿2基、 小柱

穴多数である。 I 区 . II区から検出された遺構の関連については不明のため各区毎に述べる。

I 区

S B 555一 S D562 
＼ 

S D564 

S 8 556 一S 8 557一S D563 

:. S 8 554 

:. S 8 555 

:. S K559 

:. S D561 新旧関係不明

I区

S D573 —→ S D572 一→ S 8 558 

L:': S  D 567 一 S D566 

S 0565一SK560 

S D570一S D569一S D568 

:. S D571 

:. S D574 重複なし

I区 掘立柱建物跡4棟、 土 砿 1基、 溝跡 4 粂、 小柱穴多数を発見している。 これらの遺構

中 S 8 554、 S D563の埋土中には灰白色火山灰を含むものである。 このことよ り 両者には灰白

色火山灰の年代観より 10世紀前半以降の年代が与え られる。 また S 8 556 · S D557は S D563 

よ り 古い ことが判明している。 したがって これらには10世紀前半頃の年代が考えられる。

一 方 S 8 555、 SK559、 S D561 · 562 · 564について見ると、 S 8 555は S D562 · 564よ り 古い

ことが判明している。 S D562 · 564 からは平安時代頃の遺物が出土していることから、 SB

555は それ以前と考えられる。 SK559· S D561は出土遺物がな く 年代等は不明である。

I区 掘立柱建物跡 1 棟、 土絋1基、 溝跡10 条、 小柱穴を発見している。 こ れらの遺構群の

中で、 最も新しい一群に属す る S K 560 よ り 考える。 本遺構からは土師器、 須恵器をは じ め比

較的遺物が豊富に出土 し ている。 この中には凪的には少ないが赤 焼き土器杯が含まれている。

赤焼き土 器の年代については、 10世紀前半頃の年代が考えられている。 こ の こ とよ り SK560 

よ り 古 い S D565 · 569 · 570 · 572 · 573は 10 世紀前半以前の年代が与えられる。 他の遺構につ

いては出土遠物がない も の も あ り年代の決め手に欠けるが、 概ね平安時代頃と考えている。

尚、 下層 (N層） よ り 古墳時代中期～後期頃の包含層も確認している。
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][ 山王遺跡第15次調在

1 調査に至る経緯
平成2 年 8 月 に地権者 か ら 宅地造成の計画が提示 さ れた ため本件開発計画 に つ い て協i義を行

っ た。 当該地区は山王追跡の包蔵地内 に位置 し て お り 、 隣接する東側は仙塩道路関連の調査対

象地区 で も あ る。 仙塩道路建設 に係 る発掘調査はすでに平成元年度 よ り 実施 さ れ 、 現在も継続

中 で あ る。 こ れまでの調査では古墳時代 か ら 近世までの遺構、 遺物が多数見つ か っ て お り 大 き

な成果 を上げている。 このため当該地区でも追構、 遠物の存在が十分予想 さ れ た。 更に平成 2

年度に実施 し た 山王遺跡第 9 次調査では 「国守の館」 と考 え ら れる遠構を検出 し 、 その範囲確

認を行 う 上で も重要性が認め ら れ た 。 そ こ で申請者 に 対 し 協 力 を求め、 調査の 日 程等の話 し 合

い を行 っ た。 その結果 、 宅造予定地内の発掘調査 に つ い て同意が得 ら れ た ため、 遺構確認調査

とし て実施す る ことに な っ た 。

2 調査方法と経過
調査は平成3 年 7 月11 日 か ら 開始 し 、 重機 に よ る表土剥離 を 行 う 。 天候不順のため作業が遅

れ表土剥離が終了 し たの は22日 で あ っ た 。 遺構検出作業は23 日 か ら 始ま り 、 同 日 土層観察を兼

ねた排水路を掘る。 調査区内 に堆積状況は全域に厚 さ l m を越え る盛土が堆積 し て い た 。 そ の

下 層 に は酸化鉄層 、 黒褐色土層とい う 層序が得 ら れた。 24 日 に は黒褐色土層 を掘 り 込んだ南北

溝 1 粂 を検出 し た 。 26 日 に は調査区内 に 3 m のグ リ ッ ト を設定する。 直 ち に 南北溝の平面図作

成に入る。 黒褐色土層上面では他に遺構が検 出 さ れ な か っ た ために除去作業 を 行 う 。 黒褐色土

下層でも遺構が検出 さ れ な か っ た ため、 更 に掘 り 下 げ を 行 っ た 。 除去作業が完了 し 第 W層上面

の遺構検出 に 入 っ たの は 8 月 2 日 で あ っ た 。 この層 か ら は東西溝、 東 か ら 南へ屈曲する溝跡を

検出 し た 。 調査の結果 、 こ れ ら は道路跡に伴う 側溝と理解 さ れ た 。 更に屈曲する側溝の あ り 方

よ り 、 東西道路跡及び南北道路跡が 「T」 字型に合流する 交差点と見 ら れた。 この道路が交差

す る 地点か ら は 、 土師器甕2個体分 を合わせて埋納 し た埋甕 も 見 つ か っ た 8 月 9 日 。 1 9 日 よ り

調査を再開する。 道路跡及び側溝の堆租状況 を知るため断 ち割 り を行 う 。 路面上に堆積 し た灰

白色火山灰 か ら 3 時期の変遷が考 え ら れ 、 両側溝が同様な変遷で あ る ことを理解する。 更 に 平

面でも 、 断 ち 割 り の結果と同 じ成果 が得 ら れ る か ど う か を知 る ため、 ト レ ン チ を 設定 し 、 同様

の変遷が確認で き た 9 月 2 日 。 9 月 5 日 に は こ れまでの調査成果 に つ い て埋文職員 で検討す る。

7 日 県文化財保護課の視察があ り 指導 を 受 け る。 この間平面図作成、 写真撮影、 遺物の取 り 上

15 
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げも行う。 10日には全景写真撮影を行う。 翌日土壌サンプリ ングをもって全ての調査を完 了 し

た 。 尚土壌サンプ リ ングを実施した 5 ケ所全てについてプラ ン ト オ パ ー ルの検出が認められた 。

3 調 査 成 果
1 . 基本層位

調査区全域にわた り厚さ1. 2-1. 4 m程の盛土に籾われている。 盛土除去後以下の層序が得

られた。

第 I 層

Il 層

皿 層

N a 層

N b 層

V 層

VI層

珊層

VID層

IX層

2 .  検出遺構

(1) 道路跡

7.5Y½ オ リ ー プ黒色 シ ル ト 酸化鉄を含む

7 . 5Y R  褐色 シ ル ト 酸化鉄が集積

IOY R½ 黒褐色 粘 土 均質、 酸化鉄を含む

lO Y R  灰黄褐色 粘 土 酸化鉄を含む

lO Y R½ 黒褐色 シ ル ト 砂質、 酸化鉄を含む

2. 5Y½ 暗灰黄色 粘 土 砂を 多 く 含む

2.5YYi 黄灰色 粘 土 粘性に富む

2.5Y½ 暗灰黄色 シ ルト 粘性のある砂質土 、 酸化鉄を含む

2. 5Y 黄褐色 砂 層

2. 5Y½ 黄褐色 粘 土 砂が若干層状に入る

S X579東西道路跡： 調査区北側より検出 し た 道路跡である。 西側で SX 58 0南北道路跡と

「 T 」字型に交差する。 全長約12. 8 m ま で検出した 。 道路の方向は東で 7度南に偏しているが

東端ではわずかに北に向いており南北道路跡と交差する可能性もある。 路面には地山上より順

にオ リ ー プ褐色 シルト、 灰色シルト、 灰 白色火山灰、 オ リ ー プ黄色シルトの層序で堆積してい

る。 側溝はS D583 (北側） 、 S D58 4 (南側） である。 両者とも 3 時期 ( A → B →C)の変遷

を確認している。 路面堆積土と側溝の関係について見ると、 C期は路面最上層オ リ ー プ灰色シ

ル ト を掘り込んでおり、 A · B期は路面堆積土に覆われ地山上面で検出した。 S X 58 2 は本遺

構と重複するものであるが、 C期より古いことが判明したのみでA· B期どちらに伴 う かは不

明となっている。 尚、 道路側溝埋土は北側 • 南側ともほぼ共通した堆積状況を示しており、 以

下側溝埋土の説明は一 括して記述する。

S X.579A : S X 58 0A 南北道路跡とほぼ直角に交差する。 路面幅は測定できなかった 。 側
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第 1 図 検出遺構全体図
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北壁断面図
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南壁断面図

"3-
土 層 註 記
S D578 
1 JOYR½ 黒褐色 シ ル ト
2 IOY R ¾ ,, ,, 

S D583 
1 lOY R½ 黒褐色粘土
2 2.SY � 黄灰色 シ ル ト
3 2.SY K ,, ,, 

S D584 
1 lOY R ½  晶褐色粘土
2 lOY RY. 褐色粘土
3 lOY R½ 灰黄褐色粘土
4 2.SY ½ 暗灰黄色帖土
5 2.SY ½ 暗灰黄色 シ ル ト
6 2.SY Y. 黄灰色 シ ル ト
S D585 

1 5 Y ½ オ リ ープ褐色 シ ル ト
2 lOY R½ 灰黄褐色シ ル ト
S D586 

1 5 Y ½ がJープ褐色 シ ル ト
2 lOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト
S D588 
I 2.SY ½ 暗灰黄色 シ ル ト
S D590 
1 2.5  Y ½  黒褐色 シ ル ト

イ 7.SYR½ 褐色 シ ル ト
ロ S Y  ½ 灰 オ リ ー プシル ト
ハ 2.SY ½ 暗灰黄色 シ ル ト
ニ 2.SY ½ 黒褐色 シ ル ト* 2.SY ½ 1, 帖土
へ IOY R ½  灰黄褐色粘土
ト !OY R½ " シ ル ト

チ S Y  ½ 灰 オ リ ー プ シ ル ト

リ IOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト
ヌ IOY R ½  " 粘土
ル 2.SY ½ にぷい黄色 シ ル ト
オ 2 .S Y ½ " 1, 

ワ 2.SY ½ 黒褐色 シ ル ト
カ 2.5Y ½ 黄褐色砂
ヨ 2.SY ½ 暗灰黄色 シ ル ト
タ S Y  ½ 灰 オ リ ー プシ ル ト
レ 2.5Y ¾ 黄褐色 シ ル ト
ソ 2 .SY ¾ " 砂
ツ 2.5Y ½ " 砂
ネ S Y  U 灰色 シ ル ト

盛 土

4.00M 
4.00M 

西壁断面図

盛 土

路面堆積土

F 2.5Y .½'黄灰色 シ ル ト
G 5 Y ½ 灰 オ リ ー プシ ル ト
H 2.5Y .½'黄灰色 シ ル ト
I 2.SY ½ 暗灰黄色粘土
J 5 y ½ 灰 オ リ ー プシ ル ト
K 2.5Y ½ 暗灰黄色 シ ル ト
L lOY R ½  にぶい黄褐色シ ル ト
M JOY R½ にぶい黄褐色シ ル ト
N lOY R½ 灰黄褐色 シ ル ト
0 2.SY ½ オ リ ー プ渇色シ ル ト
P 2.5Y ½ 黄褐色 シ ル ト

第 2 図 調査区 断 面 図
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溝は S D583A · S 0584Aである。 比較的遺存状況の良好な584Aを見ると規模は幅約2.08m

深さ約0.45mを計る。 埋土は下層よ り 順に暗灰黄色シ ル ト 、 黄灰色シル ト 、 褐灰色シル ト が 自

然堆 積している。

S X 579 B : S X 580 B南北道路跡と緩やかに交差する。 路面幅は約4 . 52m、 東西両側溝の

溝心心間距離は約5 . 84mを計る。 側溝は S D 583 B · S  D 584 Bである。 両側溝の規模につ い て

見ると前者は幅約1 . 3m 、 深さは約0 . 4m、 後者は幅約1 .48m、 深さは約0 . 35mを計る。 埋土は

下層から順に黄灰色シ ル ト 、 褐灰色シ ル ト が自然堆 積している。

S X579C : S X580C 南北道路跡と大きく 湾曲して交差する。 路面幅は 約3.7m、 側溝心

心間は約5 . 73mを計る。 側溝は S D583C 、 S D584Cである。 両側溝の規模は前者が幅約1.35

m 、 深さ約0 . 28m 、 後者は幅約1 . 58m、 深さは約0.29mである。 埋土は下層より黄灰色シル

ト 、 褐灰色シル ト 、 黒色粘土が 自然堆 積している。 遺物は土師器杯・甕、 須恵器杯 ・ 甕 · 瓶が

出土している。

S X 580南北道路跡： 調査区西端で検出した道路跡である。 S X579東西道路跡と 「T」 字

型に交差する。 本道路跡は調査区外にその延びが及んでおり全容については不明である。 また

S D584に対応する側溝が未検出のため路面幅、 南北両側溝の 溝心心間距離は測定できなかっ

た。 路面には地山上より 順に暗灰黄色シル ト 、 にぶい黄褐色シル ト の層序で堆 積している。 S

X579路面堆 積土で見られた灰白色火山灰は本道路跡では確認されなかった。 こ れは両者の地

山の高低差によるものと考えられる。 側溝は S X579に伴う S 0584が屈曲するもので同様に 3

時期の変遷を確認している。

S X580A : S X579A東西道路跡とほぼ直角に交差する。 側溝の埋土は南壁際を参考にす

ると下層より黄灰色土、 暗灰黄色シル ト が 自 然堆 積をしている。

S X580 B : S X579B東西道路跡と緩やかに交差する。 側溝は幅約1.65m、 深さ約0.48

m まで確認した。 埋土は下層より 暗灰黄色土、 暗灰黄色シ ル ト が 自 然堆 積している。

S X580C : S X579C東西道路跡と大きく湾曲して交差する。 路面上には S D583と平行

する小溝 S 0591が横断する。 交差点中央付近 には S X581がある。 側溝は幅約2 .67m、 深さは

約0 . 2mを計る。 埋土は下層より褐灰色シル ト 、 黒褐色シ ル ト が 自 然堆 積している。

S X 582南北道路跡： 調査区北側より 検出した南北道路跡である。 S X579C東西道路跡と

重複し、 これより古 く 、 路面幅は約1 .88m、 南北両側溝の溝心心間距離は約3 . 02mを計る。 側

溝は S 0585 (東側） 、 S 0586 (西側） である。 両側溝の規模について見ると前者は幅約0.95

m 、 深さ約0 . 25m 、 後者は幅約0.99m、 深さは約0 . 23mを計る。 埋土は灰黄褐色 シ ル ト の単一

層である。 両側溝は廃絶後に灰白色火山灰が堆 積している。

21 



(2) 土器埋設遺構 （埋甕）

調査区西端 S X578C東西道路跡、 S X579C 南北道路跡が交差す る路面上 か ら 、 土師器甕が

横位に据 え ら れた状態で検出 さ れた 。 甕の上半部は削平 に よ り 失 わ れ て お り 、 口縁部が若干離

れ た 所 よ り 出 土 し た。 大 き さ は 、 長軸約 37cm、 短軸約20cm ま で残存 し て い た。 更に甕の頸部下

よ り 別個体の甕体部 も検出 し た。 遺存状態 が悪 い た め 、 全体の様相は不明確ではあ る が、 本遺

構は土師器甕 2 個体分 を 合 わ せ て埋納 し た 合 口 甕 と 推定 さ れ る 。 甕の主軸方向は北で 約23
°

東

に偏 し て い る 。 掘 り 方は確認で き な か っ た 。 埋土は路面上に堆積 し た黒褐色 シ ル ト に近似す る 。

埋め ら れ た 土師器甕は長胴形 を 呈 し 、 上半分がロ ク ロ 調整、 下半部はヘ ラ ケ ズ リ 調整が施 さ れ

て い る 。
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第 3 図 S X581実測図
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第 4 図 S X 581出土遺物

(3) 溝跡 · Pit

遺構番号 検出面 重 複 関 係 方 向 規模（長さ X輻 X深さ） 出 土 遠 物 埋土の特徴 ・ 偏考

S D578 L-D ナ シ 南 北 11.9以上Xl.36X0.3 土師器、 須恵器、 杯 ・ 甕、 陶磁器 黒褐色 シ ル ト

S D588 地 山 ナ シ 東西南�t ナ シ 畝状遺構
S D589 地 山 ナ シ 東 西 3.63以上Xl.08X0.28 須恵器甕 暗灰褐色 シ ル ト

S D590 地 山 ナ シ 南 北 3.01以上X0.57X0.25 土師器（椀） 、 ロ ク ロ未使用 黒褐色 シ ル ト

遺構番号 検出面 重 複 関 係 平面形 規模 （長軸X短軸） 出 土 遺 物 埋土の特徴 · 園考
Pl l 587 地 山 Pit 587一 S D584 方 形 0.82X0.8 ナ シ 柱痕跡有り

溝跡 ・ Pi t 概要
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今回の調査によって検出された遺構は、 道路跡 3 条、 土器埋設遺構l 基、 溝路 8 粂、 柱穴 1

である。 これらの遺構群を整理すると以下のよ う になる。

I 期

90I Ii攣;
i�in

l
→［ 喜1i乳 皿

期

Pit58 7  I i 

S X 58 0 A  • S X 58 0 B --;-→ S X 58 0 C  
S D584A S D584 B '  灰 S D584C 

火 白 S D591 
山色
灰 S X 58 1  

S D58 8 重複関係ナ シ
S D589 
S D590 

検出された遺構を重複関係より整理を 行うと 1 期 ： 道路構築以前 、 I 期 ： 道路機能時、

皿
期： 道路廃絶以降の変遷が認められる。 ここでは I期及び I1期の主な遺構について考える。

1 期 道路面下の地山上面より検出 し た S D58 9、 S D590がある。 部分的な検出のため全容

については不明となって いる。

Il 期 道路側溝跡の変遷より II A- ]] C期の小期に分けられる。 S X 582南北道路跡につい

て は II C期より古い ことが判明しているが、 Il A · II B期のどちらかに伴うかは不明となって

い る。

Il A 期 S X 579A東西道路跡、 これに伴う S 058 3 A 、 S D584A 、 S X 58 0 A南北道路跡が

相当する。 二つの道路跡はほぼ直角 に交差する。

Il B期 S X579 B東西道路跡、 これに伴う S D58 3 B、 S D58 4B、 S X58 0A南北道路跡があ

る。 二つの道路跡は緩やかに交差する。 東西道路路面幅は約4. 52m、 東西両側溝の溝心心間距

淵佳は糸勺 5. 84mを計る。

n c期 S X579C東西道路跡、 これに伴うS D58 3 C 、 S D584C 、 S X58 0 C 南北道路跡、

S X 58 1土 器埋設遺構がある。 交差点は大き く 湾曲する。 東西道路路面幅は約3.61m 、 東西両

側溝の溝心心間距離は約5.73mを 計 る。 IlB期よりい く ら狭くなっている。 交差点中央付近 よ

り検出した S X 58 1土器埋設遠構は土師器甕二個体分を 合わせて埋設したものである。
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第 6図 側溝跡変遷図

次に各期の年代について考 え る。 I 期は S

D 590か ら 非 ロ ク ロ 調整の土師器椀が出土し

てい ることから、 概ね 8 世紀代と考えている。

II期は灰白色火山灰と の関係から見ると、 II

C期が降下以降 、 II B期が降下以前の時期と

に区分する こ と ができる。 したがっ て II B期

の年代については、 灰白色火山灰の降下年代が10世紀前半とされていることから、 この以前の

時期と推定される。 ま た Il A期は Il B期に先行す るが出土遺物 も 少 な く 詳細な検討を行 う こ と

ができない。 しかし I 期の年代が出土遺物より 8 世紀代 と 考 え られることや、 これまで周辺で

検出された道路跡の年代が奈良時代までさかのぼるものが検出されていないことから 9 世紀代

と 考 えておきたい。
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調査区全景 （西 よ り ）

写真図版 1 調査区全景 （西 よ り ）
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調査区全景 （東 よ り ）

S X 579東西道路跡
土層堆積状況 （東 よ り ）

S D584 
土層堆積状況 （南よ り ）

写真図版2



S D584 
土層堆積状況 （東 よ り ）

S X582南北道路跡
土層堆積状況 （南よ り ）

S X 580南北道路跡
コ ー ナ一部 （西 よ り ）

写真図版3
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出 土 遺 物

写真図版 4

S X581 土器埋設遺構

（東 よ り ）

1 土師器杯 S D590出土
2 ,, 甕 S X581出土
3 ,, 甕 S X581出土



W 山王遺跡第16次調査

1 調査に至る経緯
本調査 に つ い て は 、平成2 年11 月 に土地所有者の阿部三郎氏よ り 宅地造成の計画 が提示 さ れ た

ため、 本件の取 り 扱い に つ い て 当市教育委員会文化財係 が協議 を 行 っ た 。 当該地は広い意味で

は 山王遺跡の範囲の中 に あ り 、 また 、 山地田館跡 と し て登録 さ れて い るため、 古代～近世の遺

構・ 遺物の存在が予想 さ れ た 。 さ ら に 当 セ ン タ ー が平成 2 年に 実施 し た 山王遺跡第9次調査では

「国守の館」 と 考 え ら れる遺構が発見 さ れ て お り 、 こ れ につ い ての範囲確認調査地 と し て も 重

要性が認め ら れ た 。 宅地造成 に つ い て は盛土 に よ る エ法がと ら れ る ため埋蔵文化財に対する影

響は軽微 と 考 え ら れ た ため、 遺構確認調査 と し て実施す る こ と と な っ た。 この協議に基づき 、

当 セ ン タ ー と 申請 者 と の 間 で調 査 日 程等の調整 を行い 、 平成 3 年9 月 よ り 本調 査 を 開始 し た。

2 調査方法と経過
発掘調査は平成 3 年9 月 11 日 か ら 重機 を使用 し て 、 表土 （現代の水田耕作土） 剥離よ り 開始

し た 。 重機に よ る 表土除去後、 作業員 を導入 し て排水溝 を兼ねた土層観察用 ト レ ン チ （幅 • 深

さ と も50cm) を調査区の周囲に巡 ら せ た (9 月 27 日 ） 。 遺構検出作業は9 月 30 日 か ら 調査区の

北側か ら 南側へ と 進めて い っ た 。 調査区北半 で は 多 数の柱穴 と 溝跡、 土t広が検 出 さ れ た 。 柱穴

の う ち 比較的大きめの ものは 2 間 X 2 間の総柱建物跡 2 棟が南北に並ぶ こ と が判 明 し た 。 調査

区南半では遺 物 を 多砿 に含 ん だ黒色土 ( II a 層） が分布 し て お り 、 その上面では柱穴、 井戸跡、

土絋、 溝跡が検出 さ れ た 。 10月 3 日 に は調査 区 内 に実測図作成のため国家座標 を使用 し た簡易

遣 り 方を設定する。 10月下旬頃までには II 層上面検出遺構 に つ い ての実測図作成 、 写真撮影を

完了 し 、 さ ら に II a 層 を掘 り 下げID a 層上面での遺構検出作業に入る。 m 層上面では柱穴、 土

砿 、 小溝群を検出 し た 。 小溝群は南北 ・ 東西方向の もの と が あ り 、 調査区北半の V 層上面で検

出 し て い た小満群と連続す る もの であ る こ と が知 ら れた (n·月上旬） 。 前後 す る が、 こ れ ら の

調 査 と 並行 し て S D629 · 630の調査 も行い 、 調査区南端付近で逆 L 字状に接続する こと か ら 、

何 ら か を区画する溝 と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の 溝 は こ れ まで述べて き た遺構 を す べ て 切 っ て構築

し て お り 、 本調査区内で検出 し た遺構の中で一番新 し い段階に位瞳づけ ら れ た 。 このよ う な 遺

構の重複関係 お よ び検出面の相違 か ら 、 古い順 に小溝群 （畑跡） → 掘立柱建物跡 • 井戸跡 ・ 土

砿 → S D629 · 630溝跡 （ 区画溝） の変遷がと ら え ら れ た (11 月 中旬） 。 そ し て 、 一部の柱穴、

井戸跡、 土絋、 溝跡の断 ち 割 り 及 び平面図 、 断面図の作 成 を 行 う 。 S D629溝跡東側で検出 し た
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S 8 609については当初 2 時期の重複を見ていたが、 断ち割りの結果、 ほぼ同位四で 4 時期の

変遷が認められた。 最後に調査区の全景写真を撮影した後、 補足調査を行い21日 には野外調査

を終了した。

3 調 査 成 果
1 • 基本層位

本調査区周辺の土壌はシル ト が主体となっているが、 その生成過程の要因の相違によりシル

卜 質粘土や粗砂などもみられる。 今回の調査区では、 平面、 断面 （調査区周辺に巡らせた土層

観察用側溝）の観察によって、 I 層からV 層までに分層された。

I 層： lOG Y Yi緑灰色 シ ル ト 質粘土 現代の水田耕作土。 層厚15cm前後。

Il a 層 ： 10 Y R½'褐灰色 シ ル ト 灰 白色火山灰粒を含む遺物包含層。 層厚 5-25cm。

n b 層 ： lO Y RJ{黒褐色シル ト n a 層に比ぺ粘性を増す （遺物包含層） 。 層厚20cm前後。

m a 層： 5 Y½ 灰白色砂質シ ル ト 粒子の粗い砂を主体 と する。 〈以下の層は地山〉

ill b 層： 5 Y½ 灰 白色 シ ル ト 均質な堆積。

N層： 2. 5 Y Yt黄灰色 シ ル ト 質粘土

V層： 2 . 5 Y ¼  浅黄色シ ル ト

調査区全体をとおしての土層形成のあり方をみると 、 最下層のV 層が露出している N - 12か

らN -07ラ イ ンまでの間が比較的高かったらしく、 その北側と南側に向かっ てゆるやかに傾斜

してゆき、 その上に Il 層-N層が自然堆積してい く 様子が観察されている。 n a 層 は S 0 8 ラ イ

ンより南側に分布し、 S E611 · S K 612の遺構検出面となっている。 また Il b 層は調査区の南

端付近 より南方へ分布している。 m a 層より下層は遺構 ・ 遺物とも検出されていない こ と から

地山と考えられる。 Il a 層の分布域より北側で検出された遺構についてはすべて地山面での検

出である。

2 .  検出遺構と遺物

(1) 損立柱建物跡

S 8601 : 調査区北半のほぼ中央、 地山上面で検出した東西2間、 南北2間の総柱建物跡で

ある。 S D 623·624、 ビ ッ ト 等と重複しており、 ピ ッ ト については古いものと新しいものとが

ある。 溝は直接切り合いがないため新旧関係は不明である。 建物跡はほぼ同位四で 1 度建て替

えられており ( S B60 1 A →  S B60 1 B)、 A は南側柱列と他の一部で確認できた。 こ こではB

について記述する。 方向は、 西側柱列でみると、 座標北にほぼ沿う。 柱間は、 西側柱列で北よ

り、 2.35m ·2. 13mで総長4. 48 mである。 北側柱列では西より、 1.95m + 1. 75mで総長3.7 m 
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を計る。 柱穴は 、 一辺30 �40mの隅丸形で、 深

さ30 cmを計る。 柱は柱痕跡より径約14cmと推定

-N 12 1 
される。 遠物は土師器杯、 須恵器杯、 赤 焼き土

器杯の破片が出土している。 土師器杯の底部は

回転糸切り無調整である。

S 8602 : 調査区のほぼ中央、 S B601南側

-N09 の地山上面で検出 し た東西2 間 、 南北2間の総

柱建物跡である。 S K617 · 639 、 S D640 、 ビッ

ト 重複しており、 S K617·639よ り古い。 その

E
I 
WOO 

I 他については直接の切り合いがないため新旧関E03 
3 m  

係は不明である。 建物跡はほぼ同位置で 1 度建
第 3 図 s 8601実測図 て替えられている ( S 8 602A→ S B 602 8 ) 。
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ド ここでは精査を 行ったB について記述
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四
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第 4 図 S 8602実測図

する。 方向は 、 西側柱列でみると座標

北にほぼ沿っている。 柱間は 、 西側柱

列で北より1.80m ·2.08mで総長3.88

mである。 北側柱列では西より2. 63m

· 1.82m で総長4.55mを計る。 柱穴は

一辺30-8 0 mの方形もし く は不整形で

深さ約50cmを計る。 柱は柱痕跡より径

約15cmと推定される。 掘り方埋土中に

は灰白色火山灰粒が認められた 。 遺物

は土師器杯・甕、 須恵器瓶、 赤 焼き土

器の破片が出土している。 土師器はい

ずれも ロ ク ロ 調整である。

S 8600 : 調査区北端のほぼ中央、

地山上面で検出した東西2間 • 南北l 間以上の建物跡である。 重複関係から ピ ッ ト より新しい。

方向は 、 南側柱列でみるとE-2 5 � S である。 柱間は 、 南側柱列で1. 70 m · 1. 50mで総長3. 2

m を計る。 柱穴は 、 一辺30 cmの方形を呈する。 柱は柱痕跡より径15cmと推定される。 追物は土

師器杯・甕、 須恵器の破片が出土している。

S 8603 : '  調査区のほぼ中央、 地山上面で検出した東西 1 間以上• 南北3 間の建物跡であ

る。 S 8 602 · 604、 S D.629·632、 ピ ッ ト と 重複しており、 S 0629 · 632より古 く 、 ピ ッ ト よ
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り 新 し い。 この他とは直接の切 り 合い が な い た め新旧関係は不明 で あ る 。 方向は 、 西側柱列で

ほぼ座標北に沿っ て い る 。 柱間は 、 柱痕跡を確認 し て い な い ため柱穴のほぼ中 心 に 想定 す ると

西側柱列で総長約 5.9m を 計 る 。 柱穴は 一辺30�40cmの不整方形と、 径20cmの円形 か ら な り 、

深 さ 約25 cm を 計 る 。 遠物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯の破片が出土 し て い る 。 土師器甕 に は ロ ク

ロ 調整と非 ロ ク ロ調整の も のと があ る 。

S 8604 : 調査区のほぼ中央、 地山上面で検出 し た 東西 2 間 ・ 南北 1 間 の 東西棟建物跡で

あ る 。 S 8602 · 603 、 S 0632、 ピ ッ トと重複 し て お り 、 ピ ッ ト よ り 新 し い が、 そ の他と は直

接の切 り 合い がな い ため新旧関係は不明で あ る 。 方向は 、 東側柱列でみ ると座標北 にほぼ沿っ

て い る 。 柱間は 、 柱痕跡 を 確認 し て い な い ため柱穴の ほぼ中央に想定す る と 、 東側柱列で総長

約2.25m 、 北側柱列で総長約2.5 4m を 計 る 。 柱穴は一辺約20cmの不整方形で、 深 さ15cm を 計 る 。

遠物は須恵器杯 ・ 甕の破片が出土 し て い る 。

S 8605 : 調査区のほぼ中央、 地山上面で検出 し た東西 l 間以上 • 南北 2 間の建物跡であ

る 。 S 8608 、 S 0628 · 629 ·631 、 S K614、 ピ ッ ト と 重複 し て お り 、 S 0629 · 631 よ り 古 く 、

S K61 4 よ り 新 し い。 そ の他とは直接の切 り 合い がな い ため新旧関係は不明であ る 。 方向は 、

西側柱列で N - 'l'- E で あ る 。 柱間は 、 柱痕跡 を確認し て い な い ため柱穴の ほぼ中心に想定す

る と 、 西側柱列で総長約4.2m を 計 る 。 柱穴は一辺40cmの不整方形と 径20cmの円形で、 深 さ1 5

cm を 計 る 。 追物は土師器甕 （ ロ ク ロ 調整 の も の） 、 須恵器杯の破片が出土 し て い る 。

S 8606 : 調査区南半の西壁寄 り 、 Il 層上面で検出 し た 東西1 間以上 • 南北 3 間の建物跡

で あ る 。 S 8607と重複 し て い る が直接の切 り 合い が な い ため新旧関係は不明 で あ る 。 方向は

東側柱列でほぼ座標北 に沿っ て い る 。 柱間は 、 柱痕跡を確認 し て い な い ため柱穴の ほぼ中心に

想定す ると、 東側柱列で総長約3.92m を 計 る 。 柱穴は 一辺30cmの隅丸方形で、 深 さ 17cm を 計 る 。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯の破片が出土 し て い る 。 土師器杯は底部全面を回転ヘ ラケ ズ リ

調整す る も の で あ る 。

5 8607 : 調査区南半の西壁ぎわ 、 Il 層上面で検 出 し た建物跡で あ る 。 南北に並ぶ 3 個の

柱穴か ら 推定 し た も ので 、 西側が調査区外へ と廷びて い る 。 方向は座標北に沿っ て い る 。 柱間

は 、 東側柱列で総長約4. l m を 計 る 。 柱穴は 一辺20�30cmの不整方形で深 さ 20cm を 計 る 。 遺物

は土師器甕の破片が出土 し て い る 。

S 8608 : 調査区中央付のやや西寄り 、 地 山 上 面 で 検 出 し た 東 西 3 間 ・ 南 北 2 間の東西

棟掘立柱建物跡であ る 。 重複関係か ら S 0628小溝群よ り 新 し い o 方向は西側柱列でほぼ座標

北に沿っ て い る 。 柱間は 、 柱痕跡を確認 し て い な い ため柱穴の ほぼ中 心 に 想定 す る と 、 北側柱

列で総長約5 .36m 、 東側柱列で総長約3.9m を 計 る 。 柱穴は 、 径20�30cmの不整円形 を 呈 す る 。

遺物は土師器甕、 須恵器杯、 赤焼 き 土 器杯の破片が出土 し て い る 。
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5 8609 : 調査区南半の東寄り 、 II 層 に お お わ れ地 山 上 面 で検 出 し た 東 西 1 間 以 上 • 南

北 3 間の建物跡であ る 。 S 8610、 S D628 · 629 · 631 と 重複 し て お り 、 S D629 · 631 よ り 古 く 、

S D628よ り 新 し い。 S 8610に つ い て は直接の切 り 合 い が な い た め 新 I日関係は不明 で あ る 。 建

物跡はほぼ同位四で 4 期の変遷が認め ら れ た ( S 8609A→ B → C →  D) 。 こ こ では 比較的残

り が良 く 、 柱痕跡 を検出 し て い る C期 と D 期 に つ い て お も に記述する 。 方 向 は 、 C 期 で座’ 標

北 に ほ ぼ沿 い 、 D期では N - 4°一 E と な っ て い る 。 柱 間 は 、 西側柱列で北よ り 2 間分で2.90

m · 1 . 77m で総長4.67m (C期） 、 同 じ く D期では北 よ り 2 間分で3 . 76m · 2 . 04m で総長5.8

m を 計 る 。 柱穴は 、 A期 で一辺80cmの方形 、 深 さ 70cm、 C 期 で一辺80cmの方形、 深 さ 40cm。 D

c贔C

C'r- 4.200m →C AH旦.200 A" 

S 8 603 

1-4,  200m-l 

S 8604 

S 8601 
S 8602 

At-4.200m-iA' Af-4.300m-lA' Al--4.200m�A' At- 4.100m -1A' 

“ �. 嗣
S 8 607 

S 8605 S 8 606 

゜ Z m  

I S 8609 

土 層 註 記

S 8601 
I 2.SY½ 暗灰黄色 シ ル ト 柱痕跡B期
2 2.SY½ 暗灰黄色 シ ル ト 地山粒子含む やや し ま っ て い る 掘 り 方B期
3 2.5Y½ 黄灰色 シ ル ト 炭化物、 地山粒子 含む � A期

S 8602 
1 lOY R½ 暗褐色 シ ル ト 炭化物プロ ・1 ク含む 柱痕路B期
2 lOY R½ 暗褐色 シ ル ト 地山粒子、 炭化物粒子含む 掘 り 方B期
3 2.SY½ 黒褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 、 砂を含む ,, A期

S B  603 
1 lOY R½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子含む

S B 604 
1 lOY R½ 黒褐色 シ ル ト 焼土粒子、 炭化物粒子含む 枯性あ り

S B  605 
1 lOY R½ 贔褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 、 炭化物粒子含む

S B606 
l lOY R½ 焦褐色 シ ル ト 炭化物粒子、 砂を含む

S 8607 
1 IOY R½ 黒褐色 シ ル ト 粘性若干あ り 、 地山、 炭化物粒子含む

S 8609 
1 IOY R½ にぶい黄褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 、 炭化物粒子 をわずかに含む 柱眼蹄D期
2 lOYR½ 暗褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク を 多及に含む 掘 り 方D期
3 JOY R½ 灰黄褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 含む ,., B期
4 lOY R½ にぶい貿褐色 シ ル ト 地山土がプ ロ ッ ク状に入る ., A期
5 IOY RX 黒褐色 シ ル ト 地山粘土、 朕化物含む ,, 々

6 lOY R½ 凩褐色 シ ル ト 地山土がプ0 ッ ク状に入る ,, " 

第 5 図 建物跡柱穴断面図



期は一辺40-70cmで隅丸方形のものと不整形のものとがあり、 深さ40cmを計る。 柱は柱痕跡よ

り各期とも径20 cmと推定される。 遺物は土師器杯 • 高台付杯 ・ 蓋 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 瓶 ・ 甕の破

晒
E匹

|
|ー\-

． 
゜

I 
3 m  

：寮：一嬬瓢一 ·�i一

A 8 C D 

第 6 図 S 8609実測図

- S 03 

-S06 

片が出土している。 A期の土師器

には非ロ ク ロ 調整の杯 （第 7図 1 )

ロ ク ロ 調整の杯 ・ 蓋 （ 第 7 図2)

甕があり、 杯はすべて内面黒色処理

されている。 このなかでロ ク ロ 調整

の杯には底部が回転糸切り無調整の

ものと切り離 し 不明で再調整 さ れた

ものとがある。 須恵器杯は底部がヘ

ラ切りでナ デ調整のものである。 C

-S07 期の土師器にはロ ク ロ調整の杯• 高

台付杯 ・ 甕があり、 このなかで杯 ・

高台付杯は内面黒色処理されている。

杯には1本部下半まで回転ヘラ削り調

整 さ れ て い る ものがみ ら れ る 。 須恵

器杯には底部が回転糸切り無調整の

ものとヘ ラ 切りでナ デ調整のものと

� 

゜ 10cm 

胃言瓢第 7 図

内 面 JI 13. It II 11 if. I� If. 7.l .�I 膚 朽

へ う ： ガ�. 'Al!l!!l'I X 11,.01 <.2 

" 0 ' ガキ. ·�e迅l'I 15.0 2.7 ., ま み1位．紅

0 ?tl-t"ヤ 13.0 6.1 3.6 

tJ? Uナチ 18.4 

S 8609出土遺物実測図

（単位cm)
匹可
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R - 17 

R ー1914 - 9 
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がある。 D期では ロ ク ロ 調整の土師器杯、 須恵器杯 ・ 甕の破片がみられる。

S 8610 : 調査区南半の東壁寄り、 II 層 におおわれ地山上面で検出した建物跡である。 南

北に並ぶ3 個の柱穴から推定したもので、 東側 は調査区外へと延びている。 S B609、 S D628 

と重複しており、 S D628より新しいが、 S B609とは直接の切り合いがないため新旧関係は不

明である。 方向は座標北に対して約3°� 5凍：に偏している。 柱間は柱痕跡を 確認していないた

め柱穴のほぼ中央に想定すると、 西側柱列で総長約 4.5mを計る。 柱穴は60 X80cmの長方形で

ある。 遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯の破片が出土している。 土師器杯・ 甕 は ロ ク ロ 調整であ

る。・ 須恵器杯の底部には回転糸切り無調整の も のと全面手持 ち ヘラ削りのものとがある。

(2) 井 戸 跡

S E611 : 調査区南端の中央、 II 層上面で検出した。 重複関係から S D630 より古い。 ほ

ぼ同じ位醤で SE611A→ S E611 B の作り替えが認められた。 S E611Aは掘り方のみが検出

された。 掘り方の平面形は不整円形で、 径約3 m を計る。 井戸側については S B611 B に壊さ

れているため不明である。 S E611 B は方形の木組み井戸側をもつ構造である。 掘り方は隅丸

方形で、 一辺約2mを計る。 井戸側は横板組みで、 東西辺約l m 、 南北辺 0. 5m以上の寸法を

計る。 埋土は 4 層まで確認しており、 4 層 が掘り方埋土 、 3 層が井戸側内埋土である。 掘り方

E WOO 

A ← 4.200m �A· 

埋 土 中には灰白色火山灰粒が認められた。 遺物

は掘り方埋土より土師器杯 • 高台付杯（第9図

3 )  . 甕、 須恵器蓋（第9図2) ・ 瓶 ・ 甕、 赤

焼 き 土器杯、 丸瓦 • 平瓦の破片が出土している。

土 師 器杯 ・ 甕は ロ ク ロ 調整のものである。 井戸

側内埋土からは土師器杯 （内 、 墨書土器2点）

・ 甕、 須恵器杯• 瓶・甕 （内 、 取手付甕 1 点

〈第11図 1 〉 )、 赤 焼き土器杯 • 高台付杯、 灰

釉陶器、 丸瓦 • 平瓦の破片が出土している。 土

師器杯の底部は回転糸切り無調整である。

゜ 2 m  

土層註記

1 2.5YK 黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子、 砂を含む

2 JOY R½ 黒 色 粘 土 炭化物含む

3 JOY R½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物、 地山粒子 、 わずかに砂を含む

4 JOY R½ 黒 色 粘 土 砂、 地山プロ ッ ク 、 1;;.白火山灰粒子 を含む 掘 り 方

第 8 図 S E611  A • B 実測図
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A� 4 .300m �A' 
A .. 4 .300m 

�
A'
 → A' A' 

S K613 
1 lOY R½ 黒褐色 シ ル ト 灰 · 炭 が層状に入る
2 lOY R ½  黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子、地山粒子含む

S K612 
1 IOYR½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子、 地山プロック含む
2 lOY R½ 黒褐色 シ ル ト 1 層に近似するが粘性がある
3 Z.SY½ 黒褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク を 多量に含み、固く しまっている
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S K615 
I IOY R½ 黒褐色 シルト 炭化物プ ロ ッ ク、 焼土粒子含む
Z IOY R>{ 黙 色 シル ト 炭、 焼土プロ ッ ク を多量に含む
3 IOY R½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物を若干含む
4 IOY R ½  黒褐色 シルト 炭化物を若干含む
5 IOY RK 黒 色 シル ト 炭を多黛に含む
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S K618 
1 7.5YR½ 明褐灰色 シ ル ト 炭化物粒含む
2 7.5YR½ 明褐灰色 シ ル ト 炭化物粒含む
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S K620 
1 IOYRK 黒褐色 シル ト
2 JOYR¾ 灰黄褐色 シ ル ト
3 7.SYRM 褐灰色 シ ル ト
4 IOYR½ にぶい貿橙色 シルト
5 JOYRK 黒褐色 シ ル ト
6 IOYR¾ 灰貿褐色 シルト

ヒ
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＊炭焼土粒含む
地山プロ ック含む
木炭、焼土粒含む

木炭焼土粒含む
木炭片若干含む

2 m  
I I 
堪 実 測 図

� A' 

S K621 
I IOYRK 褐灰色 シ ル ト 木炭層入る
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(3) 溝 跡

S 0628 (小溝群） 調査区南半の ほぼ全域、 地山上面で検出 し た o 重複関係のあ るすべて

の建物跡、 土砿よ り 古い。 本小溝群は細長 く 浅い溝が数本 、 南北およ び東西方向に並行 し て 並

ぶ も の で あ る 。 溝は基本的に東西方向の も の が古く 、 南北方向 が新 し い傾 向 がみ ら れ る 。 また

南北方向 の も の の 中 で も 重複が認め ら れて お り 、 複数時期の変遷が想定 さ れ る 。 規模は 最 も 長

い も の で約 8 rn 、 幅10-40cm、 深 さ 5 -15 cm を 計 る 。 埋土は褐灰色シル ト の単層 で あ る 。 遺物

は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 蓋 • 瓶 ・ 甕の破片が出土 し て い る 。 土師器杯はロ ク ロ 調整の も の

で あ る 。 須恵器杯の底部 に は 回転糸切 り 無調整の も のと ヘ ラ 切 り で手持 ち ヘ ラ 削 り 調整 の も の

と が あ る 。

IIj
 

川
Ẁ伽
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A I- 4.300m �A' A← 4. 300m → A' Al- 4.300m A > 4饂. 200mヽ 4A" 鴫A'

鬱 瓢
S 0623 

S 0625 S D632 

Al- 4,300m ーA' ト4.300m, �4.300mt 

S 麟0 628 a 
疇

璽
S D628 b 

S D626 

A
 

ol
l

 

ー m 

土 層 註 記

S 0623 
l 2.SY½ 黒褐色 粘 土 地山プロ ッ ク 含む
2 2.SY½ 黒褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 多駄に含む

S D624 
l lOY R½ 暗褐色 シ ル ト 炭化物粒子含む
2 lOY R½ 11音褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 含む

S D625 
1 2.SY½ オ リ ープ褐色 シ ル ト
2 2.5Y¼ オ リ ープ褐色 シ ル ト

S D626 
I 2.SY½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子、 地山プロ ッ ク 、 砂含む
2 2.SY½ 暗オリーガ尉 色 シ ル ト 炭化物粒子、 地山プロ ッ ク含む
3 2.5Y½ 暗オリー プ褐色 シ ル ト 砂を主体 と す る が粘性がある

S D629 
1 2.SY¼ 浅黄色 シ ル ト 褐色土と地山プロ ッ ク が混 じ る
2 2.SY¼ 浅黄色 シ ル ト 褐色土と地山プロ ッ ク が浪 じ る
3 JOY RY, 褐灰色 シ ル ト 質粘土 褐色粘質土主体 （下層グラ イ 化）
4 7.SG YM 緑褐色 シ ル ト 褐色土と地山プロ ッ クが混じ る （ グ ラ イ 化）
5 100 Y½ 明緑灰色 砂質 シ ル ト 粘質土と砂質土が互層に な る （グラ イ 化）
6 lOGY片 明緑灰色 シ ル ト 烈色帖質土プロ ッ クが入る （グラ イ 化）

S D628 a 
I lOYR;{ 褐灰色 シ ル ト

S 0628 b 
1 lOY R¾ 渇灰色 シ ル ト

S D633 
1 lOY R½ 黒褐色 シ ル ト 炭化物粒子含む、 固 く し ま っ ている
2 lOY R ½  灰黄褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 含む
3 IOYR½ 灰黄褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 含む、 若干粘性有り

S 0634 
I JOY R ½  灰黄褐色 シ ル ト 炭化物粒子 を含む、 粘性有り
Z lOY R½ にぶい貿褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク 、 炭化物粒子 含む
3 lOY R½ 暗褐色 シ ル ト 地山プロ ッ ク含む

第12図 溝 跡 断 面 図

42 



(4) その他の遺物

この他に基本層位 (I層-Il 層）、 ピ ッ ト な どから遺物が出土している。 第 I 層（表土） か

らは古代の土師器、 須恵器、 赤 焼き土器、 灰釉陶器の他に、 近 世以降の土器 （灯明皿） 、 陶磁

器の破片が出土している。 第lI 層からは、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 · 蓋 • 瓶 ・ 甕、 赤 焼き土器

杯、 円盤状土製品、 鉄釘、 鉄滓が出土している。 （第13図 1-6 )。 土師器杯・ 甕には ロ ク ロ

調整と非ロ ク ロ 調整のものとがあり、 前者が大半を 占めている。 ロ ク ロ 調整の杯はすべて内黒

で、 底部の特徴には回転糸切り無調整、 回転ヘラ 削り調整、 手持ち ヘ ラ ケ ズ リ 調整がみられる。

この う ち 回転糸切り無調整のものが量的には多い 。 須恵器杯の底部には回転糸切り無調整のも

の、 回転ヘラ削り調整のもの、 手持ち ヘラ削り調整のものがある。 この う ち 回転糸切り無調整
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第 1 表 溝跡の概要
遺構名 検出面 須 複 関 係 方 向 長 さ X幅 X深 さ in) 遺 物 埋 土 の 特 徴 ・ 偉 考

S D623 地 山 S 0624一S 0623 ※ S B60U斤18不明 東 西 3.3X0.68X0.35 土師西杯 • 高台付杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ覇整） 、 須恵器杯 （回転糸切り無 2 層に分け ら れ 1 層中に灰白色火
悶整） ・ 甕 山灰粒を含む

S D 624 � S D624一ピ
S 0

ッ
6
ト
23 ※ S B601祈IB不明 北西ー南東 4.SX 0.4X0.14 土師僻杯、 須恵器杯 （回転ヘラ ケ ズ リ • 第 9 図14 · 15) 黒褐色シルト 質帖土が主体で、 地

山 プロ ッ ク を 多依に含む

S D  625 " ※ S B601'斤18不明 東 西 3. 73X 0.4X 0.2 土師沼杯 ・ 甕 2 層に分け ら れるがオリープ出色
シルト主体

S D  626 ,, S K622- S D626ーピ ッ ト 南 北 3.8X0.58X0.22 土師器杯 ・ 疫 （ ロ ク ロ 調整） 、 須恵器杯 • 瓶 凩褐色砂質 シ ル ト の単層

S D  627 ，， な し ，' 5.2X 0.7X - 土師西杯 （回転糸切 り禦悶整 ・ ヘ ラ 切 り →ナデ ・ 回転ヘラ ケ ズ リ ・ 手持ち 土器片 を 多 く 含むヘ ラ ケ ズ リ ） ・ 甕、 須思召杯 （回転糸切り慧調整• 第 9 図16) · 甕

S D  629 n J;JJ S B · S D · S K ・ ピ ッ ト → S D629 N - 3' - E  33><2 (J:1+1)冷.65「F埒Xl.3 出瀦淋 ・ 甕、 i眼澤杯 ・ 瓶 甕、 那免き土�1' 緑蜘器、 丸 • 平瓦 褐色シルトと地LIJプロ ッ ク が混 じ る
漆器椀 （第 9 図20) 、 土製カ マ ド、 鉄釘、 砥石 土層で西信より 手に埋め戻されている

S D  630 ,, S E611ーS D630 東 西 9 X2.3(上場） X同上 遠物は S D629に連絞する同時期の遺構 と み ら れ る こ と か ら 、 S D S D629と 阿査区南瑞で逆 L 字状
629の も の と し て 括して取り上げた に接続する

S D  631 � S 0629ー S 063} ,,. 5.5X 3.5Xl.35 土師器杯 ・ 甕 須恵沿杯 · 瓶 ・ 甕、 赤焼き 土笞杯 大 き く 2 層に分けられ I a - 1  b層が人為
的め戻し、 2層が自然堆禎土

第 2 表 土坑の概要
遺構名 検出面 瓜 楼 関 係 平 面 形 長軸X短軸X深さIn) 遺 物 埋 土 の 特 徴 · 錨 考

S K  612 〇 府 な し （不整惰円形） 径約 2 X0.6 X - 土
（
師
回 転

僻杯
糸切

（回転
無

糸切 り 無
回転

悶整） ・ 甕
ズ

• 瓶
）

、 赤
甕

焼 き 土器杯、 須忠器杯 1 - 2 1Mが自然堆租、 3 層 が人為
回 糸 り 副整 · ヘラ ケ リ ・ 的埋戻し

S K  613 地 山 S 
ピ

D
ッ

6
ト
28 -s K613→ピ ッ ト 隅丸長方形 l .15X0.82X 0.25 土師料杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ関整） 、 須恵母瓶、 赤焼き土器杯、 円舷状土 炭が互層 に入る自然堆栢製品 （第 9 図10)

S K  614 ,, S D628ー S K614一 S B 6-05 不 整 方 形 I .  I X  J .OX0.23 土師器杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ悶整） 、 須思器杯 （回転糸切り焦糊整） ． 瓶 品色シルトの自然堆栢・ 甕、 円繋状土製品 （ 第 9 図11)

S K  615 ，, S D6
卜
認ー S K615 隅丸長方形 l.8Xl .02X0.22 土師臼杯 （回転糸切 り撫糾整• 手持ちヘラケズリ） ・ 甕、 須思召杯 （手持 5 層に分け ら れ る が主体は瓜色系

ピ ッ らヘラケズリ ） 、 赤焼き土呂杯、 灰精陶呂耳皿 （第II傍 5) のシルト

S K  616 ，， ビッ ト ーS K616一 S D629 隅 丸 方 形 I.6X I.OX0.38 土師呂杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ細乾 ・ 非ロ ク ロ悶整） 、 須恵器杯 （回転糸切 2 層に分け ら れ 1 附中に焼土粒を
り無調整 • ヘ ラ 切 り →ナ デ） ． 蓋 ・ 甕 含む

S K  617 . S 6602ー S K617 不整招円形 1 .43X 0.9X0.15 土師囲杯
甕
（ ロ

、

クロ調整 • 非 ロ ク ロ調整） ・ 甕、 須恵器杯 （ 手 持 ち ヘ ラ 4 層に分け ら れ ］ 屑中に灰白色火
ケ ズ リ ） ・ 、 炭化米 山灰粒を含む

S K  618 、＇ S K  ー S K618 不 整 形 2 m 以上Xl.7XO3 土師器杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ 調整 · 非 ロ ク ロ悶整） ・ 甕、 須忍器杯 （ヘラ 2 層に分け ら れ る が明褐色シルト
S D  切りー手持 ら ヘ ラ ケ ズ リ） ・ 甕 主体

S K  619 ，， S 
S

0
K 

629 ーS K619 不 明 不 明 土師沿杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ悶整 ・ 非ロ ク ロ 鯛整） 、 須恵器杯 ・ 甕 灰黄褐色シルト の単層で人偽的に
埋め戻されている

SK 620 ，， S D6蕊→ S K620 ※ S 

S 08
606 
607 祈旧不明 （方 形） 南北でl.55mX0.4 土師岱杯 ・ 甕 （ ロ ク ロ 悶整 • 非ロ ク ロ 調 整）

、 須恵器杯 （回転糸切 黒褐色系のシルト と 黄褐色シルト
り無調整 • ヘ ラ 切 りーナデ） ・ 甕 が互府 に な る 自 然堆租

S K  621 * ピ
S D

ッ
6
ト
28 → S K621 不 整 形 - ·  X0.23 土師器杯 （回転糸切り 篤鯛整 ・ 回転ヘ ラ ケズ リ ・ 手持ちヘラケ ズ リ｝ ・ 甕 褐灰色シルトの単培須思召杯 （ヘラ切りーナデ ・ 回転ヘラケズリ） ・ 甕 （ 第II図 2 · 3

S K  622 .. S K622ーS D626 隅 丸 方 形 一辺0.8m X0.4 土師器甕 （ ロ ク ロ 調整 • 非ロ ク ロ調整） 、 須恵器甕 2 府に分け ら れ る が暗オリープ褐
色シルト主体



のものが屈的に多い。 また、 赤焼き土器は全体の構成比からみると割合は少ない。 ピ ッ ト から

出土した遺物のうち、 図化できたのは土師器杯、 須恵器杯、 赤焼き土器杯の4 点である （第13

図7-10 ) 。

4
 

小 士
口糸

今回の調査区からは掘立柱建物跡10棟、 井戸跡 1基、 溝跡、 土砿、 その他 ピ ッ ト 多数を検出

し、 遠構が非常に濃密に分布する地区であることが判明した。 これらの遺構は堆積層 （第 Il 層）

などを介して複雑に重複していたが、 基本的には古 い順に S D628 小溝群→掘立柱建物跡 • 井

戸跡 ・ 土砿→ S D629 · 630 · 631と変遷していることが知られた （これらを仮に I期→ 1I期→

il期とする） 。

I期遺構群は、 地山上面で検出し、 調査区の南半に分布する小溝群である。 重複関係から他

の遠構すぺてに切られる。 南北方向のものと、 これにほぼ直交する東西方向のものとがある。

小溝群内での切り合い関係は東西方向が古く、 南北方向が新しい傾向にあるが、 3 時期以上の

重複がみられる部分もあり、 複数時期の変遷が予想される。 方向は発掘基準線にほぼ沿う。 長

さは各溝によって一様ではないが、 最長で約 8 m を計る。 溝と溝の間隔は約 0 .8mである。

II期遺構群は、 ほとん どが地山上で検出されるものである。 しかし II 層が堆積する調査区南

端では1I 層上面で検出されるものと、 Il層におおわれ地山上面で検出されるものとがある。 前

者には S 8606 · 607、 S E611A · 8 、 S K612があり、 後者には S 8 609 · 610 、 S K613 · 638 

がある。 このうち II 層上面で検出される S E611Aの掘り方埋土には10世紀前半に降下したと

される灰白色火山灰粒（註1)が含まれている。 また、 II 層中にも同火山灰粒が含まれており、

n 層の 堆積は火山灰降下以降の時期であることがわかる。 この他、 地山上面で検出した遺構中

にも灰 白色火山灰粒が含まれるものがある ( S 8602、 S D623)。

建物跡は、 柱穴の規模が小さいもの （一辺20cm) から大きいもの （一辺8 0cm) まで多様であ

る。 方向は座標北に沿うものが多いが 、 若干東に振れるもの ( S B609D) や、 25度東に振れる

もの ( S 8 600)もみられる。 これらの建物跡は、 本期に属する土砿、 溝と重複関係にあるが

その新旧関係がとらえ られたものは少ない 。 したがって、 本期はさらに小期に分けられるもの

と思われるが、 遺構のセ ッ ト 関係を把握することはむずか し い。

III期の遺構には、 Il 層上面で検出した逆 L 字状に屈曲する溝 ( S D629· 630 ) と これより古

い S D631が該当する。 これらは、 II期の遺構すべてを切って構築しており、 今回検出した遺

構の中で一番新しい。 両者とも埋土が一手に埋め戻されているのが特徴である。

次に各期の年代について考えてみる。 まず1I期の遺構のうち灰白色火山灰粒が埋土中に含ま
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れ て い る も の に つ い て は 1 0世紀前半以降の年代が考 え ら れ る。 こ れ は 、 こ れ ら 遺構の埋土中に

赤焼 き 土器 （註 2 )が含まれて い る こ と と も 矛盾 し な い。 こ の他、 灰白色火山灰粒が含まれ な い

建物跡、 土砿、 溝 に つ い て は 、 ロ ク ロ 調整の土師器が含まれ て い る こ と よ り 、 大 き く は平安時

代に属する。 こ の う ち 、 さ ら に細か く 年 代 を 推 定 で き る遺構と し て は 、 S K612 ·613 ·615 が

あ る 。 こ れ ら の遺構か ら は赤焼 き 土器が出土 し て お り 、 10世紀前半以降の年代が考 え ら れ る。

この他、 S B609 A - D まで に は 、土師器杯がロ ク ロ 調整で回転糸切 り 無調整の も の と 、 再調整

を施 し た も の と が 出 土 し て い る。 須恵器杯 に な 回転糸切 り 無調整 と ヘ ラ 切 り の も の と があ る。

赤焼 き 土 器は含まれて い な い。 こ の よ う な内容の土器群は 、多賀城跡のD群土器の様相に類似す

る。 D 群土 器 につ い て は 9 世紀後半代考 え ら れ て お り 、 本遺構 に は 、 こ の 年代 を 当 て て お き た い。

I 期の遺構 か ら 出 土 し た土師器は 、 い ず れ も 破片で あ り 、 詳 し く は検討で き な い が、 い ず れ

も ロ ク ロ 調整 で あ る こ と か ら 、 国分寺下層式 （奈良時代） までは 、 さ かの ぼ ら な い も の と 思 わ

れ る 。 そ し て 、 9 世紀後半代 と 考 え ら れ る S B 609 A - D よ り 古い こ と か ら 、 9 世紀前半代 と 推

定 さ れ る。

皿期の遺構 か ら 出 土 し た遺物は 、 すべて奈良 • 平安時代の も の で あ る。 し か し 、 こ れ ら の遺

物はすべて一手に埋め戻 さ れた埋土 に 含 まれ て い た も の で あ り 、 本地区の古代の遺構の密集度

か ら す れ ば、 前代の も の が混入 し て い る 可能性は高いと思 わ れ る。 さ て 、 こ の よ う な 方形 を 区

画す る よ う な 大規模な溝は 、 多賀城周辺では 、 中世に入 っ て か ら 出現 し て お り 、 屋敷 を か こ む

も の と さ れ て い る （註 3 ) 。 本地区検出の溝跡 に つ い て も 、 同様な年代 、 性 格 を考 え て お き た い。

な お 、 本期の溝跡と 直接切 り 合い がな く 、 小規模な柱穴 を も つ S B 604 · 606 ·607 · 608 に つ い

て は 、 一応 Il 期 に 入れ て お い た が、 本期に属する可能性 も あ ろ う 。
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v 山王遺跡第 9 次調在関連遺構確認調在 の ま と め

平成 2 年 よ り 開始 し た 山王遺跡第 9 次調査の関連調査は 、 平成 2 年度 で 1 ケ所、 平成3 年度

で 4 ケ所行 っ た 。 関連調査は第 9次調査で発見 さ れ た 「国守の館」 跡 と み ら れ る 遺構 と その周

辺部の遺構 を比較検討し 、 国守の館全体の範囲 を 明 ら か に す る こ と に主眼を誼いて 、 遺構確認

調査 と し て実施 し た 。

今回実施 し た各調査次毎の調査成果 に つ い て は 、 そ れ ぞれ小結 に述べた と お り で、あ る が、 こ

こ では 第 9 次調査に関連する 平安時代の遺構 を 中 心 に総括する 。

第 1 1次調査では 、 掘立柱建物跡 5 棟 を検出 し た 。 この う ちの 1 棟は東西2 間 、 南北 1 間以上

の建物跡で比較的規模が大 き い柱穴 を も つ ものであ る 。

第 13次調査では 、 掘立柱建物跡 l 棟、 道路跡 3 粂 を 検出 し た 。 掘立柱建物跡は 一辺 l m の柱

穴 を も つ大規模な建物跡で、 方向は座標北 に 沿 う もので あ る 。 道路跡は部分的に検出 し た もの

であ る が、 東西 • 南北方向の ものがみ ら れ る 。 路幅は 2 m 前後のものと 、 4 m 前後のもの と が

あ る 。 南北道路は灰白色火山灰 を挟んで2 時期の変遷が認め ら れた が、 東西道路では 1 時期の

み で あ る 。 東西道路の方向は東で南 に約 4 度振れて い る 。

第14次調査は湿地的状況が強 く 、 遺構 ・ 遺物 と も検 出 さ れ な か っ た。

第15次調査では 、 東側に隣接する 仙塩道路関連調査区で検出 さ れ て い る 東西道路の延長部分

を検出 し 、 さ ら に そ の道路と T字状に接続 し て 南へ延びる 南北道路 を発見 し た 。

第 16次調査では 、 2 間 X 2 間の倉庫跡2 棟 と 、 南北 3 間 X 東西2 間以上の大規模 な建物跡 1

棟を発見 し た。 前者の方向は座標北 に ほ ぼ沿 う が、 後者は北で東 に 約 4 度振れ て い る 。 ま た 、

この建物跡 に先行し て小溝群 （畑跡） を検出 し た 。

次に 、 関連調査で検出 し た 道路跡に つ い て検討する 。 第 15次調査で検出 し た東西道路は 、 仙

塩道路関連調査区で検出 さ れ て い る S X 299 東西道路跡に連続す る こ と は 、 位躍及び方位 か ら

み て 間違 い な い ものと 思 わ れ る 。 そ し て 、 T字状に接続す る 南北道路と S X 299 道路跡に交差

す る S X400 ·5 1 5 南北道路までの距離は約 130m を 計 る 。 こ れまでの周辺調査で南北道路間の

距離が確実に測定 で き た もの と し て は 、 仙塩道路調査区内で検出 し た 2 本の南北道路があ る 。

この道路間の距離は 、 約 1 町 ( 109m) に 当 た る 。 今回第13次 と 第 15次で検出 し た南北道路の

間 隔 も ほぼ 1 町 に 当 た る が、 他に 1 町区画 そ わ な い も の も 数例発見 さ れ て き て い る 。 こ れは 第

8次調査区で検出 さ れた 南北道路 に も あ て は ま る 。

さ ら に 、 第 13次調査区 で も 東西 • 南北の道路が検出 さ れ た こ と か ら 、 幅12m の東西道路の南

側一帯 に も 地割 り の存在が考 え ら れ る 。 このよ う な調査の結果か ら 、 第 9 次調査区 は 第 13次 と 第

15次で検出 し た 南北道路の区割 り の中 に 位四 し て い る こ と か ら 、 この道路跡は 、 「国守の館」 の
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西辺と 東辺を区画するもの と 推察される。

第16次調査では 9 世紀前半代の畑跡と 考えられる小溝群を検出しており、 これは第9次調査

のA1期段階の小溝群と ほぼ年代を同 じ く するもので、 両地区は同じ 時期に畑地 と して利用され

ていたこと が知られる。

以上のこと と これまでの調査成果から、 多賀城跡南面には外郭南辺築地の方位を範と した幅12

m の東西道路が通っており、 その周辺には東西・南北の道路による方格地割りがなされていた

こ と を指摘できる。 これらの道路の間隔については、 1 町を単位と しているものもあるが、 明

らかにその区割りに そわないものもあり、 なお検討が必要である。

また、 方格地割り内には掘立柱建物跡、 井戸跡、 畑跡などが配置されており、 宅地内におけ

る土地利用のあり方が具体的に把握できるようになってきている。 このような都市計画的な整

備が行われるようになるのは平安時代に入ってからである。

一般的に平安時代の集落跡では竪穴住居跡が主体 と なっており、 この点からすればこれまで

述べてきたような第9次調査区周辺の遺構のあり方は一般的な集落跡と は区別されるもの と 考

えられる。 しかも、 ここから出土する遺物には、 一般集落跡からはほ と ん ど出土しない青磁、

白磁、 灰釉陶器、 緑釉陶器、 硯、 石帯、 木簡、 漆紙文書な どが多く発見されている。

こ れらの こ と から第9次調査区周辺には官人層 と結びつ く 屋敷跡が広 く 展開 し ていた も の と

推察される。 このような周辺の様相より、 第9次調査区は幅12mの SX382 東西道路の北側に

面した方格地割り内に位置しているもの と 考えられる。 そして第13次調査と第1 5次調査の成果

を 踏まえれば、 1町 を基調とした敷地を有していた可能性が考えられる。
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w 西沢遺跡第 1 次調在

1 調査 に 至 る 経緯

本調査については、 平成2年9月 に伊保石地区の地権者代表佐藤忠寿、 佐藤玉治の両氏より

約10万rrfを対象 と した伊保石地区の土地区画整理事業に伴 う 埋蔵文化財の取り扱いについて、

当市教育委員会文化財係に照会があった。 これについて当市教育委員会では、 多賀城跡の東側

に隣接する西沢遺跡の包蔵地内に含まれていることから発掘調査が必要であり、 また、 対象面

積が約10万m' にもおよぶため調査費用、 日程の積算のため試掘調査を実施されたい旨の回答を

おこなった。 その後、 申請者より試掘調査の依頼があり、 当埋文センタ ー と 市教育委員会 と の

間で調査日 程等の協議を行い、 平成 2 年10月 22日より調査を開始する こ と と なった。

2 西沢遺跡 の 立地 と 歴史的環境

西沢遺跡は、 多賀城跡の北東部に隣接する場所 に位四し、 東西450m 、 南北700m の範囲にわ

たっている。 遺跡が立地する丘陵は、 陸前丘陵 の ひ と つである松島丘陵から派生し、 塩釜市方

面から西へ延び、 多買城市北部に達して終わる標高約50-60m の低丘陵である。 そして、 この

低丘陵の南面には広大な沖積平野（仙台平野） が広がっている。 本遺跡は この沖積平野 と接す

る松島丘陵南西端に立地し、 大小の谷間が複雑に入り組んだ地形環境の中にある。 標高は北端

の高い と ころで約46m、 南端の低い と ころで約6 m を計る。 調査地点は丘陵の南向き緩斜面の

平担面と 沢が入り込む谷部を対象 と した。

次に本遺跡の周辺に所在する遺跡についてみる と 、 前述の陸奥国府 • 特別史跡多賀城跡が西

側に接する形で位四している。 また、 東側には奈良 • 平安時代の法性院遺跡、 高原遺跡が所在

している。 多賀城跡の東面一帯については、 これまで本格的な発掘調査が実施されておらず、

その詳細については不明であった。 しかし、 当センタ ー では近年数 ケ 所で試掘調査を実施して

おり、 その成果についてま とめておく 。 平成元年10月 に実施した本遺跡南端に隣接する市営住

宅建て替え に伴う調査では、 現地表下約1.2m の と ころで灰白色火山灰層と その下層から ス ク

モの自然堆積層が検出され、 古代においては湿地になっていた こ と が判明した。 平成2年6月

に実施した本遺跡のほぼ中央付近、 丘陵部南緩斜面の宅地造成に伴う試掘調査では、掘立柱建物跡、

溝跡、 土i広を検出し、 丘陵部に古代の遺構が確実に存在する こ と が確認された。 この他に高原

遺跡において、 昭和63年 3月 に試掘調査を実施しているが、 遺構、 遺物と も検出されなかった。

また、 多賀城跡に関連する歴史的環境を考える上で重要なもの と して、 本遺跡の北端付近に
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位四する陸奥国総社とされている奏社宮、 さらに、 この東約2. 5kmに位躍する奥州ーの宮塩釜

神社があげられる。 そ し て本遺跡は多賀城の東門を通って塩釜に通 じる旧街道沿い に 位 置 し て

いるものと考えられる。

3 調 査 の 方 法

今回の試掘調査は対象面積が約10万m'と広大な面積を 有することや 、 調査の費用 、 日程、 作

物の作付けの状況により、 ト レ ン チの数を限定 し て設定することとなった。 ト レ ン チの設定は

当地区の地形を勘案 し て、 丘陵南緩斜面と沢が入り込む谷部に設定 し た。 前者は竪穴住居跡等

の遺構有無の確認、 後者は谷部の土層堆積状況や、 遺物の混入率の把握を 目 的と し た。 ト レ ン

チは、 6 ケ 所設定 し 、 北から順に第 1 - 6 と番号を付けた。

調査は10月22 日 の第 5 ト レンチ （以下T と略す） より開始 し 、 基本的に第 5·6 → 1 ·3 →  2·4 

の順に進めていった。 表土は各ト レ ン チともバ ッ ク ホ ー で剥 ぎ、 その後順次作業員が入り精査

を行った。 第 5 Tは、 谷部に位謹 し 3m X l3mの東西方向に設定 し た。 第 6 T は 第 5 Tより南

に40mほどいった地点で、 谷部の東縁辺に位置する南緩斜面平担部である。 ト レ ンチは 4 m X 

7mの南北方向に設定 し た。 第 1 Tは谷部に位置し 、 多賀城跡の東門から東に延びていたと推

定 さ れる道路跡の検出 も 一つの目的と し た。 24m X 6 mに南北方向に設定 し 、 その後北側を東

方へ拡張 し た。 第3 T は南緩斜面平担部に位 置 し 、 12m Xl8 mの東西方向に設定 し た。 第 2 T

は第3 Tより北に30mほどいった地点で、 南緩斜面平担部に位置する。 ト レンチは18 m Xl6m 

の南北方向に設定 し た。 第 4 Tは南緩斜面平担部に位置 し 、 34m Xl4mの南北方向に設定 し た。

調査区は後世の削平により2 段にわたって段差が付けられており、 削平が著しいとみられた。

4 調 査 成 果

く第1 ト レンチ＞

本 ト レ ン チ内の堆積陪は、 表土 ( I 層） が約70cm、 JI 層-Vil層が40-8 0cmの厚さで地山の傾

斜 に そ って自然堆積 し ていた。 JI . ill層は調査区南端付近 に 、 IV-Vil層が調査区南半の全域に

分布 し ていた。 この各堆積層の上面では遺構は検出されず、 また遺物も土師器 ・ 瓦片が数点出

土 し たのみである。 地山上面では、 調査区北側の東側拡張区において、 南北方向の溝跡 ( S D

1 ) を検出 し た。 確認 し た長さは約9mで、 幅約6m、 深さ 0 . 8 mを計る。 埋土は 4層に分層

されたが、 主体となっているのは黒褐色 シ ル ト である。 遺物は2 · 3 陪から出土しており、 赤

焼土器杯、 須恵器瓶 ・ 甕、 カ ワ ラ ケ（第6図1-2 )の破片がみられる。

く第2 ト レンチ＞

本 ト レ ン チ内堆積層は、 表土 ( I 層） が約15cmでそ の下が地山で遺構検出面となっている。
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遺構は、 竪穴住居跡 3 軒、 溝跡

8 条、 土拡 2基以上、 ピ ッ ト 多

数を確認し、 これらは互いに重

複 し ていた。 この重複関係の中

で一番新しいのは ピ ッ ト である。

この他に調査区中央付近で遺構

になる可能性がある堆 積層を数

枚検出した。 S I 2 は、 南側を

堆 積層（遺構埋土） に切られて

おり、 全体の規模は明確ではな

いが、 北辺で 3.3 mを計る。 カ

マ ドは、 東辺に設けられ、 煙道

部は3.3 mを計る。 s r 3 は調

査区南端付近で検出しており、

南辺は調査区外へと延びている。

し たがっ て全体の規模は明確で

ないが、 北辺で5.7 mを計る。

カ マ ドは、 北辺と西辺にみられ

西辺では｝疑灰岩で作られた燃焼

部、 北辺では長さ 0.8 mまで煙

道部を 検出 し た。 遺物は S I 2 

より瓦片が数点出土 している。

第 2 図 第 1 ト レ ンチ全体図

く第 3 ト レンチ＞

本 ト レ ンチ内の堆 積層は、 調査区の東側では地山がみられ、 西側では灰黄褐色 シ ル ト が弧状

を描いて分布していた。 この堆 積層の上面では遺構は確認できなかった。 そ し て、 堆 積状況を

把握するため 、 調査区の西壁沿いに深掘りを行った。 その結果、 土層は大別 3 層、 細別 9 層に

分層され、 地山の傾斜に沿って自然堆 積している様子が観察された。 地山（岩盤） までの層厚

は最深で1.25mを計る。 なお、 N a 層とN b 層の層界には灰白色火山灰のプロ ッ ク が確認され

た。 出土遺物には、 m 層より土師器、 須恵器、 緑釉陶器、 中世陶器 （東海産 〈常滑 • 渥美窯〉

およぴ地元窯の無釉陶器甕 • 播鉢） 、 青磁椀、 白磁皿がある（第 6 図10-12 · 第 7 図 1 · 5 ) 。
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面上山

O

地の側東方ヽ

゜

、 S I 3

れ、 ほぼ同位醤で2時期の重

複が認められた。 ( S B  8 A 

. B )柱痕跡は新旧いずれの

時期のものも確認し得なかっ

た。 建物跡の規模は柱穴のほ

ぼ中央に柱位置を推定すると

10m 西側柱列で総長約4 m、 北側

第 3 図 第 2 ト レ ンチ全体図

3
 

゜

穴は 一 辺 約0.5 mの隅

丸方形を呈する 。 この他

小 ピ ッ ト を若千検出して

いる 。

゜
第 4 図 第 3 ト レ ンチ全体図

中段面では竪穴住居跡

3 軒を 検出した。 これら

はいずれも南半が削平を

受けており、 全体の形態

は明らかになっていない。

S I 5 と S I 6 は重複関
翌m

係にあ る が、 埋土に直接
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の切り合いがないためその新旧

については不明である。 しかし

住居跡の主軸 方向や規模が共通

しているので建て替えの可能性

もある。 カ マ ド等の施設は確認

されていない。 S I 7 は S I 5 

. 6 より約5m東に位置してい

る。 住居の主軸 方向はほぼ磁北

に沿い、 S I 5 · 6 とは異なる。

規模は北辺で4.3mを計る。 カ

マ ド等の施設は検出されていな

ぃ。 遺物は、 各住居跡の検出面

より土師器杯 · 甕の破片が出土

しており、 いずれも ロ ク ロ を 使

用したものである （第6 図13)。

須恵器には杯があり、 底部の特

徴は回転糸切りで無調整である。

下段面では小 ピ ッ ト が多数検

出されている。 ピ ッ ト から出土

した遺物には、 近世の陶器椀

（第 7図10 ) がある。

く第 5 ト レンチ＞

本 ト レンチの堆積層は I 層～

渭層までに分層され、 地山面ま

での層厚は約1.5 mを計る。

II-渭層は褐灰色 シ ル ト が主体

の層で、 珊 層 以下が グ ラ イ 化し

ている。 各層の層 界は平担で、

自然堆積の様相を示している。

またW層には灰白色火山灰粒が
!Om 

�.I.;: —••一 ' -· - -.,-.::; ● ●●"—ー1
混入していた。 各層の上面、 お

゜

゜
0 <O 

D
 

゜

第 5 図 第 4 ト レ ン チ全体図

E3
 

よび地山面では遺構は検出され
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第 7 図 出土遺物実測図

なかった 。 遺物はVII層より土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯・甕、 瓦の破片が出土している。

く第6 ト レンチ＞

本 ト レンチの堆積層は2 層に分層され、 地山面までの層厚は約30 cmを 計る。 I 層は表土 、 Il

層が褐色シ ルトである。 調査区西端付近には褐色シ ルトの分布がみられ、 第 S Tから続く谷の

東端に堆積する土層と考えられた 。 この谷部の堆積層は3層に分層され、 砂岩・ 話灰岩粒、 地山

プロ ッ クを 多屈に含むのが特徴である。 遺物は、 縄文土器、 須恵器甕の破片が出土している。 地

山面では遺構は検出されなかった。
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5

 
ま と め

今回の調査は遺構確認調査であるため遺構の年代および遺構の構造について詳述できない面

もあるが、 以下に成果をまとめてみることにする 。

1 . 第1 Tの S D 1 溝跡の年代は、 出土しているカ ワ ラ ケの特徴より中世頃と考えられる。

2. 第 2 Tで検出された遺構の うち 、 竪穴住居跡の年代は、出土遺物等からみ て奈良 • 平安時代

と考えられる。 その他の小 ピ ッ ト 、 溝跡については、 重複関係より竪穴住居跡を切っている

傾向があるので、 それ以降とすることができる。

3 .  第 3 T では谷の東端を検出することができた。 この谷に堆積した土層の年代については、

下層に灰白色火山灰の プロ ッ ク を含む層があることや、 上層で中世の青磁 、 白磁、 カ ワ ラケ

が出土していることより、 おおむね平安時代～中世頃とみておきたい。

4 .  第4 Tでは総柱の建物跡、 竪穴住居跡が検出された。 竪穴住居跡は3軒あり、 いずれにも

ロ ク ロ調整の土師器破片が埋土中に含まれていることより、 平安時代頃のものと思われる。

5 . 第 S T は谷の一 番深いところにあたる。 地山直上層には灰白色火山灰のプロ ッ クがみられ

ることから、 土層の堆積は10世紀前半頃に始ま っ たものと考えられる。

6 . 第 6 Tでは谷の東端が検出された。 また、 堆積土に縄文土器片が含まれており、 付近 に該

期の遺構の存在も考えられる。

7 . 以上のことより、 本遺跡内には古代～中世 までの遺構が広範囲に分布していることが判明

した。 遺構は丘陵の南緩斜面にみられ、 谷部においては検出されなかった。 古代～中世にか

けての地形は現地形よりもかなり深 く 谷が入っ ていることが知られ、 かなり起伏に富んだ地

形を形成していたものと考えられる。
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第 2 ト レ ン チ S I 2 検出状況 （西よ り ） （南よ り ）

ごょ 窃���

第 4 ト レ ン チ全景 （西よ り ）
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3 (第 6 図14)
4 (第 6 図15)

2 (第 6 図 5 )

5 (第 6 図 9 )

6 (第 7 図 1 )
9 (第 7 図 3 )

ー、．

1に1 0 (第 7 図 4 )

仄
1 1  (第 6 図1 0) 1 2 (第 6 図12)

出 土 遺 物

写真図版 2



多賀城市文化財調査報告書第29集

山 王 遺 跡 ほ か

一 発掘調査報告魯 一

平成 4 年 3 月 3 1 日 発行

晨胄

印刷

多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー

多 賀 城 市 中 央 二 丁 目 27番 1 号
電 話 (022) 3 6 8 - 0 1 3 4 

渡 辺 印 刷
塩 釜 市 旭 町 17 番 13 号
電 話 (022) 3 6 4 - 3 1 6 1 


	表紙
	序文
	例言
	調査体制
	調査要項
	本文目次
	Ⅰ　山王遺跡の立地と歴史的環境
	Ⅱ　山王遺跡第１１次調査
	１．調査に至る経緯
	２．調査方法と経過
	３．調査成果
	４．小結
	写真図版

	Ⅲ　山王遺跡第１５次調査
	１．調査に至る経緯
	２．調査方法と経過
	３．調査成果
	４．小結
	写真図版

	Ⅳ　山王遺跡第１６次調査
	１．調査に至る経緯
	２．調査方法と経過
	３．調査成果
	４．小結
	写真図版

	Ⅴ　山王遺跡第９次調査関連遺構確認調査のまとめ
	Ⅵ　西沢遺跡第１次調査
	１．調査に至る経緯
	２．西沢遺跡の立地と歴史的環境
	３．調査の方法
	４．調査結果
	５．まとめ
	写真図版

	奥付



